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研
究
室
報
告

①　

本
年
度
は
、
新
入
生
歓
迎
行
事
と
し
て
四
月
二
十
一
日
に｢

新
入
生

研
修
旅
行｣

を
行
っ
た
。
鑁
阿
寺
を
参
観
し
、
足
利
学
校
を
見
学
し
た
。

新
入
生
に
は
大
い
に
好
評
で
、
学
生
相
互
あ
る
い
は
教
員
と
の
交
流
を

深
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
関
係
各
位
に
は
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

②　

本
年
度
も
六
月
一
日
に
「
東
洋
大
学
文
学
部
伝
統
文
化
講
座
」
の
一

環
と
し
て
、
東
洋
思
想
文
化
学
科
主
催
、
東
洋
大
学
仏
教
青
年
会
協
力

に
て
、
真
言
宗
豊
山
派
迦
陵
頻
伽
聲
明
研
究
会
に
よ
る
「
聲
明
公
演
： 

自
心
の
源
底
を
観
る
〜
大
曼
荼
羅
供
」
を
開
催
し
た
。
出
演
者
の
皆
様

に
は
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

③　

本
年
度
、
特
別
講
義
を
拝
聴
し
た
先
生
は
左
記
の
通
り
で
あ
る
。

「
私
の
維
摩
経
研
究
」
高
橋
尚
夫
・
大
正
大
学
教
授
、
二
〇
一
三
年

十
一
月
二
十
九
日
、
二
時
限
、
文
学
部
会
議
室
（
六
号
館
四
階
）

「
空
と
智
慧 

（W
isdom

 and Em
ptiness

）」
ア
ジ
ャ
・
リ
ン
ポ
チ
ェ

（A
rjia Rinpoche, T

ibetan M
ongolian Buddhist Cultural 

Center, D
irector

）
二
〇
一
三
年
六
月
二
十
一
日
、
四
時
限
、

六
三
〇
六
教
室

④　

本
年
度
、
大
学
院
（
イ
ン
ド
哲
学
仏
教
学
専
攻
）
の
公
開
研
究
発
表

会
を
春
学
期
（
六
月
二
十
六
日
）
と
秋
学
期
（
十
一
月
二
十
七
日
）
に

開
催
し
た
。
春
学
期
は
、
林
明
音
（
Ｍ
２
）、
須
藤
美
喜
子
（
Ｍ
２
）、

園
田
沙
弥
佳
（
Ｄ
３
）、
ウ
ル
ジ
ー
ジ
ャ
ル
ガ
ル
（
Ｄ
３
）、
向
慧
（
研

究
生
）、
山
崎
一
穂
（
日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
）
に
よ
る
研
究

発
表
、
な
ら
び
に
伊
藤
頼
人
、
今
村
文
美
、
グ
ス
テ
ィ
・
ア
ユ
・
プ
ス

パ
ワ
テ
ィ
、
崎
山
忠
道
、
田
口
な
み
、
越
後
屋
正
行
の
六
名
の
大
学
院

新
入
生
研
究
計
画
発
表
が
あ
っ
た
。
秋
学
期
は
堤
博
枝
（
Ｍ
２
）、
尾

上
海（
Ｍ
２
）、
板
敷
真
純（
Ｍ
２
）、
藤
井
明（
Ｍ
２
）、
井
み
お（
Ｍ
２
）、

山
崎
一
穂
（
日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
）
の
研
究
発
表
が
あ
っ
た
。

⑤　

本
年
度
の
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
ア
シ
ス
タ
ン
ト
は
、
ウ
ル
ジ
ー
ジ
ャ
ル
ガ

ル
、
尾
上
海
、
小
島
朋
子
、
澤
田
容
子
、
播
本
崇
史
、
藤
井
明
、
馬
雪

峰
の
各
氏
が
担
当
し
た
。

⑥　

本
年
度
の
卒
業
論
文
・
制
作
の
提
出
者
は
、
イ
ン
ド
哲
学
科
で
は
Ⅰ

部
が
四
六
名
、
Ⅱ
部
が
六
名
で
あ
り
、
中
国
哲
学
文
学
科
で
は
四
七
名
、

大
学
院
の
修
士
論
文
提
出
者
は
イ
ン
ド
哲
学
文
学
専
攻
で
は
八
名
、
中

国
哲
学
専
攻
で
は
一
名
で
あ
っ
た
。
本
年
度
の
優
秀
論
文
に
対
す
る
褒

賞
は
左
記
の
通
り
で
あ
る
。

　

・
校
友
会
奨
学
基
金

　
　

学　
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イ
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哲
学
科
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愛
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Ⅰ
部
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中
国
哲
学
文
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木
下
な
つ
み

　
　

大
学
院
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イ
ン
ド
哲
学
仏
教
学
専
攻
）　

堤
博
枝

　

・
勧
学
奨
学
基
金

　
　

学　

部（
イ
ン
ド
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学
科
）　

杉
崎
希
望（
Ⅰ
部
）、
針
貝
京
子（
Ⅱ
部
）

　
　
　
　
　
（
中
国
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学
文
学
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）　

松
岡
瑞
季
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芳
朗
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学　

部　

小
暮
咲
野
（
Ⅰ
部
）、
住
友
高
作
（
Ⅰ
部
）、

　
　

大
学
院　

須
藤
美
喜
子

⑦　

な
お
学
科
改
組
に
よ
り
二
〇
一
三
年
度
よ
り
東
洋
思
想
文
化
学
科
が

ス
タ
ー
ト
し
た
こ
と
に
と
も
な
い
、
イ
ン
ド
哲
学
科
の
『
東
洋
学
論
叢
』

と
中
国
哲
学
文
学
科
の
『
東
洋
大
学
中
国
哲
学
文
学
科
紀
要
』
と
を
合

併
し
て
、
本
号
よ
り
『
東
洋
思
想
文
化
』
と
改
称
す
る
。



─ 31 ─

二
〇
一
三
年
度
業
績
（
二
〇
一
三
年
一
月
〜
十
二
月
）

伊
吹　

敦

○
研
究
活
動

〈
論
文
〉

「
道
璿
は
天
台
教
學
に
詳
し
か
っ
た
か
？
」（
単
著
、『
印
度
学
佛
教
学
研
究
』

六
一
巻
二
号
、
二
〇
一
三
年
三
月
二
十
日
、
一
九
三
〜
二
〇
〇
頁
）

「
初
期
の
禪
宗
が
日
本
の
佛
教
に
與
え
た
影
響
│
大
安
寺
道
璿
を
中
心

に
」」（『
東
洋
大
学
文
学
部
紀
要
』
第
六
六
号
〈
イ
ン
ド
哲
学
科
篇
第

三
八
号
〉、
二
〇
一
三
年
三
月
三
十
日
、
二
六
〜
五
二
頁
）

「
禅
宗
の
成
立
と
仏
性
観
の
変
容
」（『
東
ア
ジ
ア
仏
教
学
術
論
集
』創
刊
号
、

二
〇
一
三
年
三
月
三
十
日
、
一
二
七
〜
一
五
五
頁
）

「
日
本
古
文
献
所
見
中
国
早
期
禅
宗
│
以
大
安
寺
道
璿
所
撰
《
集
注

梵
網
經
》
為
中
心
」（『
世
界
漢
学
』
第
一
二
号
、
中
国
人
民
大
学
、

二
〇
一
三
年
一
二
月
、
一
一
五
〜
一
二
五
頁
）

「
鑑
真
は
來
日
以
前
に
聖
徳
太
子
慧
思
後
身
説
を
知
っ
て
い
た
か
？
」（『
印

度
学
佛
教
学
研
究
』
六
二
巻
一
号
、
二
〇
一
三
年
一
二
月
二
十
日
、

一
二
〜
一
九
頁
）

〈
そ
の
他
〉

「
モ
ン
ゴ
ル
の
中
国
支
配
と
禅
（
下
之
上
）　

要
説
・
中
国
禅
思
想
史　

三
六
」（『
禅
文
化
』
二
二
九
、二
〇
一
三
年
七
月
二
十
五
日
、
八
九
〜

九
八
頁
）

「
モ
ン
ゴ
ル
の
中
国
支
配
と
禅
（
下
之
下
）　

要
説
・
中
国
禅
思
想
史　

三
七
」（『
禅
文
化
』
二
三
〇
、二
〇
一
三
年
十
月
二
十
五
日
、
六
二
〜

六
九
頁
）

〈
学
会
活
動
〉

所
属
学
会
な
ら
び
に
役
職

日
本
佛
教
学
会
（
理
事
）
／
日
・
韓
・
中
国
際
仏
教
学
術
大
会
（
幹
事
・

編
集
委
員
）
／
東
ア
ジ
ア
仏
教
研
究
会
（
役
員
）
／
日
本
印
度
学
仏
教

学
会
（
会
員
）
／
早
稲
田
大
学
東
洋
哲
学
会
（
会
員
）
／
財
団
法
人
東

方
学
会
（
会
員
）

学
会
発
表
等

「
戒
律
と
禅
宗
│
小
乗
戒
と
菩
薩
戒
、
都
市
仏
教
と
山
林
仏
教
、
国
家
と

宗
教
」（
二
〇
一
三
年
八
月
二
十
一
日
、
仏
教
戒
律
文
献
与
伝
播
歴
史

国
際
研
討
会
、
永
福
寺
、
中
国
・
杭
州
）

「
聖
徳
太
子
慧
思
後
身
説
の
誕
生
」（
二
〇
一
三
年
八
月
三
十
一
日
、
日
本

印
度
学
仏
教
学
会
第
六
四
回
学
術
大
会
、
島
根
県
民
会
館
）

〈
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
参
加
〉

東
洋
大
学
東
洋
学
研
究
所
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
仏
教
思
想
に
見
る
日
本
・
中

国
・
韓
国
の
共
通
性
と
差
異
」
研
究
代
表
者

東
洋
大
学
国
際
哲
学
研
究
セ
ン
タ
ー
（
セ
ン
タ
ー
長
・
村
上
勝
三
﹇
東
洋

大
学
﹈）
第
一
ユ
ニ
ッ
ト
研
究
員

○
教
育
活
動

〈
学
内
担
当
科
目
〉

学　

部
：
イ
ン
ド
学
仏
教
学
演
習
⑦
（
Ⅰ
部
、
通
年
）
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中
国
仏
教
の
あ
ゆ
み
Ａ
（
Ⅰ
・
Ⅱ
部
、
春
学
期
）

　
　
　
　

中
国
仏
教
の
あ
ゆ
み
Ｂ
（
Ⅰ
・
Ⅱ
部
、
秋
学
期
）

　
　
　
　

仏
教
文
献
を
読
む
Ａ
（
Ⅰ
部
、
春
学
期
）

　
　
　
　

仏
教
文
献
を
読
む
Ｂ
（
Ⅰ
部
、
秋
学
期
）

　
　
　
　

禅
の
思
想
（
Ⅱ
部
、
春
学
期
）

東
洋
思
想
文
化
へ
の
誘
い
Ａ
（
Ⅰ
部
・
Ⅱ
部
、
春
学
期
）
二
回

担
当

「
中
国
仏
教
入
門
」（
六
月
十
五
日
、
六
時
限
／
六
月
二
十
六

日
、
一
時
限
）

東
洋
思
想
文
化
へ
の
誘
い
Ｂ
（
Ⅰ
部
・
Ⅱ
部
、
秋
学
期
）
二
回

担
当

「
禅
思
想
入
門
」（
十
一
月
十
三
日
、
一
時
限
／
十
一
月
十
六

日
、
六
時
限
）

東
洋
の
身
体
論
（
Ⅰ
・
Ⅱ
部
乗
り
入
れ
、
春
学
期
）
三
回
担
当

「
は
じ
め
に
」（
四
月
十
日
、
七
時
限
）

「
修
行
と
悟
り
│
禅
は
心
と
体
を
ど
う
見
る
か
」（
六
月
五
日
、

七
時
限
）

「
ま
と
め
」（
七
月
十
七
日
、
七
時
限
）

近
代
化
と
東
洋
（
Ⅰ
・
Ⅱ
部
乗
り
入
れ
、
秋
学
期
）
三
回
担
当

「
は
じ
め
に
」（
九
月
二
十
五
日
、
七
時
限
）

「
近
代
に
お
け
る
禅
の
再
発
見
」（
十
二
月
十
八
日
、
七
時
限
）

「
ま
と
め
」（
一
月
十
五
日
、
七
時
限
）

宗
教
を
め
ぐ
る
諸
問
題
Ａ
（
Ⅰ
・
Ⅱ
部
乗
り
入
れ
、
春
学
期
）

二
回
担
当

「
中
国
仏
教
と
は
何
か
」（
七
月
六
日
、
六
時
限
）

「
中
国
仏
教
に
お
け
る
聖
者
」（
七
月
十
三
日
、
六
時
限
）

 

総
合
Ⅷ
Ｂ
１
（
校
友
会
寄
附
講
座
、
Ⅰ
・
Ⅱ
部
乗
り
入
れ
、
秋

学
期
）
一
回
担
当

「
哲
学
館
の
後
継
者
た
ち
の
活
躍
│
境
野
黄
洋
、
高
嶋
米
峰

な
ど
」（
十
月
二
十
六
日
、
五
時
限
）

全
学
総
合
Ⅰ
Ａ
１
（
Ⅰ
部
、
春
学
期
）
一
回
担
当

「
世
界
と
自
己
│
「『
十
牛
図
』
に
見
る
禅
宗
に
お
け
る
自
分

探
し
の
旅
」」（
六
月
六
日
、
五
時
限
）

大
学
院
：
中
国
仏
教
研
究
Ⅰ
・
仏
教
学
研
究
指
導
Ⅳ
（
前
期
課
程
）

　
　
　
　

仏
教
学
特
殊
研
究
Ⅲ
・
仏
教
学
研
究
指
導
Ⅳ
（
後
期
課
程
）

〈
学
外
担
当
科
目
〉

大
学
院
：「
東
洋
哲
学
特
殊
問
題
３
」（
春
学
期
、
早
稲
田
大
学
）

　
　
　
　
「
東
洋
哲
学
特
殊
問
題
４
」（
秋
学
期
、
早
稲
田
大
学
）

○
大
学
管
理
運
営
活
動
・
研
究
員
等

文
学
部
内
自
己
点
検
・
評
価
委
員
／
東
洋
大
学
東
洋
学
研
究
所
研
究
所
員

／
東
洋
大
学
国
際
哲
学
研
究
セ
ン
タ
ー
研
究
員

○
社
会
的
活
動

公
開
講
座
「
修
行
と
悟
り
│
禅
は
「
こ
こ
ろ
」
と
「
か
ら
だ
」
を
ど
う
み

る
か
」（
東
洋
大
学
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
公
開
講
座
・
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ

ン
学
習
講
座
Ｂ
〈
東
洋
思
想
へ
の
誘
い
│
東
洋
思
想
・
文
化
に
お
け
る

「
こ
こ
ろ
」
と
「
か
ら
だ
」
│
〉、
十
一
月
十
六
日
、
白
山
キ
ャ
ン
パ
ス
）
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講
演
「
最
澄
の
禅
相
承
と
そ
の
意
義
」（
二
〇
一
三
年
十
一
月
二
十
二
日
、

金
剛
大
学
校
、
韓
国
・
忠
清
南
道
・
論
山
市
）

　
（
公
益
財
団
法
人
）
中
村
元
東
方
研
究
所
兼
任
研
究
員

岩
井　

昌
悟

○
研
究
活
動

〈
論
文
〉

「
井
上
円
了
の
〈
宇
宙
万
物
に
対
す
る
徳
義
〉
│
円
了
の
環
境
資
源
に
対

す
る
態
度
」（
単
著
、『「
エ
コ
・
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
」
研
究
第
七
号
別
冊

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
研
究
会
編
』、
二
〇
一
三
年
三
月
二
十
五
日
、
三
一

〜
三
八
頁
）

「
チ
ュ
ン
ダ
の
施
食
│Pat

4 ham
asam

bodhi
第
一
四
章Parinibbāna-

kathā

訳
注
研
究
（
３
）」（
単
著
、『
東
洋
学
論
叢
』
第
三
八
号
〈「
東

洋
大
学
文
学
部
紀
要
」
第
六
六
集
〉、
二
〇
一
三
年
三
月
三
十
日
、

九
一
〜
一
一
八
頁
）

「
菩
薩
の
信（saddhā

）に
つ
い
て
│
佛
も
ま
た
過
去
佛
の
佛
弟
子
か
」（
単

著
、『
日
本
佛
教
学
會
年
報
』
第
七
八
号
、
二
〇
一
三
年
八
月
三
十
日
、

一
二
五
〜
一
四
〇
頁

〈
学
会
発
表
等
〉

「
井
上
円
了
の
〈
宇
宙
万
物
に
対
す
る
徳
義
〉」（
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
円

了
×
熊
楠
、
近
代
日
本
の
エ
コ
・
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
」
に
て
報
告
、
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
も
参
加
）
二
〇
一
三
年
二
月
二
十
四
日
、
白

山
キ
ャ
ン
パ
ス

学
会
参
加

日
本
印
度
学
仏
教
学
会
第
六
四
回
学
術
大
会
（
島
根
県
民
会
館
）
に
参
加
、

二
〇
一
三
年
八
月
三
十
一
日
〜
九
月
一
日

所
属
学
会
な
ら
び
に
役
職

日
本
印
度
学
仏
教
学
会
（
会
員
）
／
日
本
宗
教
学
会
（
会
員
）
／
日
本
佛

教
学
会
（
会
員
）
／
仏
教
思
想
学
会
（
会
員
）
／
パ
ー
リ
学
仏
教
文
化

学
会
（
普
通
会
員
）、
日
本
チ
ベ
ッ
ト
学
会
（
会
員
）

〈
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
参
加
〉

「
東
洋
大
学
東
洋
学
研
究
所
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
： 

東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
仏
教

の
受
容
と
変
容
」
の
研
究
分
担
者

東
洋
大
学
国
際
哲
学
研
究
セ
ン
タ
ー
（
セ
ン
タ
ー
長
・
村
上
勝
三
﹇
東
洋

大
学
﹈）
第
一
ユ
ニ
ッ
ト
研
究
員

○
教
育
活
動

〈
学
内
担
当
科
目
〉

学　

部
：
イ
ン
ド
学
仏
教
学
演
習
⑤
（
Ⅰ
部
）

　
　
　
　

イ
ン
ド
仏
教
の
あ
ゆ
み
Ａ
・
Ｂ
（
Ⅰ
・
Ⅱ
部
）

　
　
　
　

初
期
仏
教
の
思
想
（
Ⅰ
部
）

　
　
　
　

レ
ポ
ー
ト
・
論
文
制
作
の
技
法
Ａ
（
Ⅰ
部
）

宗
教
を
め
ぐ
る
諸
問
題
Ａ
・
Ｂ
（
Ⅰ
・
Ⅱ
部
乗
り
入
れ
）
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

「
開
講
に
あ
た
っ
て
お
よ
び
初
期
仏
教
と
は
何
か
」（
四
月

十
三
日
、
六
時
限
）

「
初
期
仏
教
に
お
け
る
聖
者
」（
四
月
二
十
七
日
、
六
時
限
）
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東
洋
思
想
文
化
へ
の
誘
い
Ａ
（
Ⅰ
部
・
Ⅱ
部
、
春
学
期
）
二
回

担
当

「
初
期
仏
教
入
門
│
ニ
カ
ー
ヤ
・
阿
含
・
律
」（
五
月
八
日
、

一
時
限
／
五
月
十
八
日
、
六
時
限
）

東
洋
思
想
文
化
へ
の
誘
い
Ｂ
（
Ⅰ
部
・
Ⅱ
部
、
秋
学
期
）
一
回

担
当

「
初
期
仏
教
入
門
│
ア
ビ
ダ
ル
マ
」（
十
月
十
二
日
、
六
時
限
）

東
洋
の
身
体
論
（
Ⅰ
・
Ⅱ
部
乗
り
入
れ
）
一
回
担
当

「
仏
教
の
身
体
論
」（
五
月
十
五
日
、
七
時
限
）

総
合
Ⅷ
Ｂ
１
（
校
友
会
寄
附
講
座
、
Ⅰ
・
Ⅱ
部
乗
り
入
れ
、
秋

学
期
）
一
回
担
当

「
日
本
を
ど
う
考
え
る
の
か
│
井
上
円
了
の
忠
と
孝
」（
五
月

二
十
五
日
、
五
時
限
）

全
学
総
合
Ｉ
Ａ
一
回
担
当

「
初
期
仏
教
に
お
け
る
正
義
と
自
由
」（
七
月
十
一
日
、
五
時

限
）

○
大
学
管
理
運
営
活
動
・
研
究
員
等

白
山
図
書
館
運
営
委
員
会
委
員
／
図
書
館
長
選
考
委
員
会
委
員
／
情
報
機

器
運
営
委
員
会
委
員
／
東
洋
大
学
東
洋
学
研
究
所
研
究
員
・
運
営
委
員

東
洋
大
学
国
際
哲
学
研
究
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
・
研
究
員
・
第
一
ユ
ニ
ッ

ト
長

○
社
会
的
活
動

公
開
講
座
「
初
期
仏
教
に
お
け
る
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
」（
東
洋
大
学
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー
公
開
講
座
・
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
学
習
講
座
Ｂ
〈
東
洋

思
想
へ
の
誘
い
│
東
洋
思
想
・
文
化
に
お
け
る
「
こ
こ
ろ
」
と
「
か
ら

だ
」
│
〉、
二
〇
一
三
年
五
月
十
八
日
、
東
洋
大
学
白
山
キ
ャ
ン
パ
ス
）

川
崎　

ミ
チ
コ

○
研
究
活
動

〈
学
会
活
動
〉

所
属
学
会
な
ら
び
に
役
職

　

仏
教
史
学
会
（
会
員
）・
日
本
中
国
学
会
（
会
員
）・
道
教
学
会
（
会
員
）

○
教
育
活
動

〈
学
内
担
当
科
目
〉

学　

部
：
中
国
文
学
特
講
Ⅱ

　
　
　
　

中
国
文
学
演
習
Ⅲ
①

　
　
　
　

中
国
文
献
読
解
法

　
　
　
　

中
国
文
献
学
概
論

　
　
　
　

レ
ポ
ー
ト
・
論
文
制
作
の
技
法

　
　
　
　

中
国
の
古
典
（『
史
記
』・『
孟
子
』）

東
洋
思
想
文
化
へ
の
誘
い
Ａ
（
Ⅰ
部
・
Ⅱ
部
、
春
学
期
）
二
回

担
当

「
敦
煌
学
入
門
１
│
敦
煌
文
献
と
は
何
？
」（
五
月
二
十
九
日
、

一
時
限
／
五
月
二
十
五
日
、
六
時
限
）

東
洋
思
想
文
化
へ
の
誘
い
Ｂ
（
Ⅰ
部
・
Ⅱ
部
、
秋
学
期
）
二
回

担
当
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「
敦
煌
学
入
門
２
│
十
王
思
想
文
献
を
中
心
に
」」（
十
一
月

六
日
、
一
時
限
／
十
一
月
九
日
、
六
時
限
）

○
大
学
管
理
運
営
活
動

全
学
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
検
討
委
員
会
委
員

○
社
会
的
活
動

公
開
講
座
「
中
国
の
思
想
と
文
化
│
中
国
人
の
死
生
観
│
」（
東
洋
大
学

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
公
開
講
座
・
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
学
習
講
座
Ｂ

〈「
東
ア
ジ
ア
」
へ
の
ま
な
ざ
し
│
そ
の
思
想
と
文
化
│
〉、
二
〇
一
三

年
六
月
二
十
二
日
、
東
洋
大
学
白
山
キ
ャ
ン
パ
ス
）

出
張
講
義

「
敦
煌
文
献
に
見
る
十
王
思
想
文
献
に
つ
い
て
」（
神
奈
川
県
立
住
吉
高
等

学
校
、
二
〇
一
三
年
五
月
二
十
三
日
）

「
敦
煌
文
献
に
つ
い
て
」（
長
野
県
岡
谷
南
高
等
学
校
、
二
〇
一
三
年
九
月

十
九
日
）

坂
井　

多
穂
子

○
研
究
活
動

〈
論
文
〉

「
楊
萬
里
の『
喜
雨
』詩
に
つ
い
て
」（『
東
洋
大
学
中
国
哲
学
文
学
科
紀
要
』

第
二
一
号 

八
九
〜
一
〇
九
頁　

吉
田
公
平
教
授
・
山
岡
景
行
教
授
退

官
記
念
号　

二
〇
一
三
年
三
月
十
日
）

〈
学
会
活
動
〉

所
属
学
会
な
ら
び
に
役
職

日
本
中
国
学
会
（
大
会
委
員
会
委
員
）
／
中
唐
文
学
会
（
会
員
）
／
宋
代

詩
文
研
究
会
（
会
員
）
／
白
山
中
国
学
会
（
会
計
担
当
）

〈
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
参
加
〉

東
洋
大
学
国
際
哲
学
研
究
セ
ン
タ
ー
（
セ
ン
タ
ー
長
・
村
上
勝
三
﹇
東
洋

大
学
﹈）
第
二
ユ
ニ
ッ
ト
研
究
員

東
洋
大
学
「
エ
コ
・
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
」
学
際
研
究
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ

（T
IEPh

）
自
然
観
探
求
ユ
ニ
ッ
ト
研
究
員

○
教
育
活
動

〈
学
内
担
当
科
目
〉

学　

部
：
基
礎
中
国
語
Ａ
・
Ｂ
（
Ⅰ
部
・
Ⅱ
部
）

　
　
　
　

中
国
語
Ⅰ
Ｃ
・
Ⅰ
Ｄ

　
　
　
　

中
国
文
学
演
習
Ⅱ

　
　
　
　

中
国
文
学
演
習
Ⅲ

　
　
　
　

中
国
文
学
研
究
法

　
　
　
　

中
国
学
研
究
法
Ａ
・
Ｂ
（
Ⅰ
部
・
Ⅱ
部
）

東
洋
思
想
文
化
へ
の
誘
い
Ａ
（
Ⅰ
部
・
Ⅱ
部
、
春
学
期
）
一
回

担
当

「
唐
代
文
学
入
門
│
ロ
マ
ン
チ
ス
ト
の
李
白
と
リ
ア
リ
ス
ト

の
杜
甫
」（
九
月
二
十
五
日
、
一
時
限
）

東
洋
思
想
文
化
へ
の
誘
い
Ｂ
（
Ⅰ
部
・
Ⅱ
部
、
秋
学
期
）
二
回

担
当

「
宋
代
文
学
入
門
│
楽
天
家
の
蘇
軾
と
愛
妻
家
の
陸
游
」

（
十
二
月
十
一
日
、
一
限
／
十
二
月
十
四
日
，
六
時
限
）
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東
洋
の
身
体
論
（
Ⅰ
・
Ⅱ
部
乗
り
入
れ
）
一
回
担
当

「
中
国
文
学
と
身
体
│
纏
足
に
み
る
女
性
観
」（
四
月
二
十
四

日
、
七
時
限
）

大
学
院
：
中
国
哲
学
研
究
指
導
Ⅰ
・
中
国
文
学
特
論
（
前
期
課
程
）

　
　
　

中
国
哲
学
特
殊
研
究
Ⅳ
（
後
期
課
程
）

○
大
学
管
理
運
営
活
動
・
研
究
員
等

東
洋
大
学
東
洋
学
研
究
所
研
究
員
／
東
洋
大
学
ア
ジ
ア
文
化
研
究
所
研
究

員
／
東
洋
大
学
「
エ
コ
・
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
」
学
際
研
究
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ

ブ
（T

IEPh

）
研
究
員
／
東
洋
大
学
国
際
哲
学
研
究
セ
ン
タ
ー
運
営
委

員
・
研
究
員

○
社
会
的
活
動

公
開
講
座
「
纏
足
に
み
る
女
性
観
」（
東
洋
大
学
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

公
開
講
座
・
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
学
習
講
座
Ｂ
〈
東
洋
思
想
へ
の
誘

い
│
東
洋
思
想
・
文
化
に
お
け
る
「
こ
こ
ろ
」
と
「
か
ら
だ
」
│
〉、

二
〇
一
三
年
十
二
月
二
十
一
日
、
白
山
キ
ャ
ン
パ
ス
）

小
路
口　

聡

○
研
究
活
動

〈
論
文
〉

「
宋
明
心
学
に
お
け
る
「
現
在
」
主
義
の
哲
学
」『
哲
学
資
源
と
し
て
の
中

国
思
想
』、
研
文
出
版
、
二
〇
一
三
年
三
月

「
天
地
を
生
み
出
す
良
知
に
つ
い
て
」『
東
洋
大
学
中
国
哲
学
文
学
科
紀
要
』

通
巻
一
九
号
、
二
〇
一
三
年
三
月

〈
翻
訳
〉

「
王
畿
『
龍
渓
王
先
生
会
語
』
訳
注　

其
十
三
」『
白
山
中
国
学
』、
通
巻

一
九
号
、
二
〇
一
三
年
一
月
、
＊
吉
田
公
平
・
早
坂
俊
廣
・
鶴
成
久
章
・

内
田
健
太
・
本
多
道
隆
共
著

「
王
畿
『
龍
渓
王
先
生
会
語
』
訳
注　

其
十
四
」『
東
洋
古
典
學
研
究
』
第

三
五
集
、
二
〇
一
三
年
五
月
、
＊
吉
田
公
平
・
早
坂
俊
廣
・
鶴
成
久
章
・

内
田
健
太
・
本
多
道
隆
と
共
著

「
王
畿
『
龍
渓
王
先
生
会
語
』
訳
注　

其
十
五
」『
東
洋
古
典
學
研
究
』
第

三
六
集
、
二
〇
一
三
年
一
〇
月
、
＊
吉
田
公
平
・
早
坂
俊
廣
・
鶴
成
久

章
・
内
田
健
太
・
本
多
道
隆
と
共
著

〈
学
会
発
表
〉

「
儒
家
倫
理
的
現
代
意
義
│
支

共
生
社
会
的
〈
関
愛
（care

）
倫
理
〉」、

國
際
學
術
研
討
會
「
跨
文
化
視
域
之
儒
家
倫
理
研
究
：
經
典
、
制
度
與

社
會
生
活
」、
復
旦
大
學
、
二
〇
一
三
年
十
二
月
二
十
二
日

〈
学
会
活
動
〉

所
属
学
会
な
ら
び
に
役
職

　

日
本
中
国
学
会
（
会
員
）、
白
山
中
国
学
会
（
理
事
・
編
集
委
員
）、
国

際
井
上
円
了
学
会
（
理
事
）

〈
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
参
加
〉

「
王
畿
の
良
知
心
学
と
明
末
の
講
学
活
動
に
関
す
る
発
展
的
研
究
」（
文
科

省
科
学
研
究
費
﹇
基
盤
研
究
（
Ｃ
））
研
究
代
表
者

東
洋
大
学
国
際
哲
学
研
究
セ
ン
タ
ー
（
セ
ン
タ
ー
長
・
村
上
勝
三
﹇
東
洋

大
学
﹈）
第
一
ユ
ニ
ッ
ト
研
究
員
・
運
営
委
員
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○
教
育
活
動

〈
学
内
担
当
科
目
〉

学　

部
：
中
国
哲
学
演
習
Ⅰ
①
（
Ⅰ
部
）

　
　
　
　

中
国
学
概
論
（
Ⅰ
部
）

　
　
　
　

中
国
哲
学
研
究
法
（
Ⅰ
部
）

　
　
　
　

中
国
哲
学
特
講
（
Ⅰ
部
）

東
洋
思
想
文
化
へ
の
誘
い
Ａ
（
Ⅰ
部
・
Ⅱ
部
、
春
学
期
）
Ⅰ
部

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

「
ガ
イ
ダ
ン
ス
説
明　

コ
ー
ス
説
明
（
中
国
）」（
四
月
十
日
、

一
時
限
／
四
月
二
十
日
六
時
限
）

「
儒
教
思
想
入
門
│
人
間
の
本
性
は
善
か
、
悪
か
？
」（
六
月

十
二
日
、
一
時
限
／
六
月
二
十
二
日
、
六
時
限
）

東
洋
思
想
文
化
へ
の
誘
い
Ｂ
（
Ⅰ
部
・
Ⅱ
部
、
秋
学
期
）
Ⅰ
部

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

「
ガ
イ
ダ
ン
ス
」（
九
月
二
十
五
日
、
一
時
限
）

「
朱
子
学
入
門
│
聖
人
、
学
ん
で
至
る
べ
し
」（
十
一
月
二
十

日
、
一
時
限
／
十
一
月
二
十
三
日
、
六
時
限
）

東
洋
の
身
体
論
（
Ⅰ
・
Ⅱ
部
乗
り
入
れ
）
一
回
担
当

「
儒
教
の
身
体
論
」（
六
月
十
二
日
、
七
時
限
）

大
学
院
：
中
国
哲
学
特
論
Ⅲ
（
博
士
前
期
課
程
）

　
　
　
　

中
国
哲
学
演
習
Ⅱ
（
博
士
前
期
課
程
）

　
　
　
　

中
国
哲
学
研
究
指
導
Ⅲ
（
博
士
前
期
課
程
）

　
　
　
　

中
国
哲
学
特
殊
研
究
Ⅲ
（
博
士
後
期
課
程
）

　
　
　
　

中
国
哲
学
研
究
指
導
Ⅲ
（
博
士
後
期
課
程
）

○
大
学
管
理
運
営
活
動
・
研
究
員
等

第
一
部
東
洋
思
想
文
化
学
科
長
／
教
職
課
程
運
営
委
員
／
東
洋
大
学
東
洋

学
研
究
所
研
究
員
／
東
洋
大
学
国
際
哲
学
研
究
セ
ン
タ
ー
研
究
員

○
社
会
的
活
動

公
開
講
座
「
宋
明
儒
学
思
想
に
お
け
る
心
と
身
」（
東
洋
大
学
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
公
開
講
座
・
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
学
習
講
座
Ｂ
〈
東
洋
思
想

へ
の
誘
い
│
東
洋
思
想
・
文
化
に
お
け
る「
こ
こ
ろ
」と「
か
ら
だ
」│
〉、

二
〇
一
三
年
十
二
月
十
四
日
、
東
洋
大
学
白
山
キ
ャ
ン
パ
ス
）

竹
村　

牧
男

○
研
究
活
動

〈
著
書
〉

『
仏
教
と
儒
教
│
日
本
人
の
心
を
形
成
し
て
き
た
も
の
│
』〔
竹
村
牧

男
・
高
島
元
洋
共
著
〕、
一
般
財
団
法
人　

放
送
大
学
教
育
振
興
会
、

二
〇
一
三
年
三
月
二
十
日
、「
ま
え
が
き
」
お
よ
び
全
十
五
章
中
一
〜

六
章
を
執
筆
、
一
一
〜
一
一
〇
頁
（
本
文
二
五
七
頁
）

『
大
乗
仏
教
の
こ
こ
ろ
』、
大
東
出
版
社
、
二
〇
一
三
年
九
月
五
日
、
七
〜

二
六
九
頁

〈
論
文
〉

「
親
鸞
と
『
大
乗
起
信
論
』
│ 

報
身
・
報
土
の
問
題
を
中
心
に
」、『
東
洋

の
思
想
と
宗
教
』
第
三
〇
号
、
早
稲
田
大
学
東
洋
哲
学
会
、
二
〇
一
三

年
三
月
二
五
日
、
七
五
〜
九
四
頁



─ 38 ─

「『
大
乗
起
信
論
』
の
人
間
観
」、『
東
ア
ジ
ア
仏
教
学
術
論
集
│
韓
・

中
・
日
国
際
仏
教
学
術
大
会
論
文
集
』、
東
洋
大
学
東
洋
学
研
究
所
、

二
〇
一
三
年
三
月
三
十
日
、
一
〜
一
六
頁

〈
そ
の
他
〉

「
自
然
と
の
共
生
と
日
本
の
思
想
」、『
ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
』
第
五
二
号

（
三
九
巻
第
一
号
）、
公
益
社
団
法
人　

生
命
科
学
振
興
会
、
二
〇
一
三

年
一
月
、
二
二
〜
四
七
頁

「
書
写
山
の
一
遍
上
人
」（
東
洋
大
学
文
化
講
演
会in

姫
路
、
二
〇
一
〇
年

一
〇
月
十
六
日
、
姫
路
市
市
民
会
館
に
お
け
る
講
演
筆
録
）、『
東
洋
学

論
叢
』
第
三
八
号
（
東
洋
大
学
文
学
部
紀
要　

イ
ン
ド
哲
学
科
篇　

第

六
六
集
）、
二
〇
一
三
年
三
月
、
一
〜
二
五
頁

「
エ
コ
・
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
を
考
え
る
│
東
日
本
大
震
災
を
ふ
ま
え
て
│
」、

『
聖
徳
大
学
心
理
教
育
相
談
所
紀
要
』
第
一
〇
号
、
聖
徳
大
学
心
理
教

育
研
究
所
、
二
〇
一
三
年
三
月
二
十
一
日
、
三
一
〜
四
〇
頁

「
井
上
円
了
の
教
育
理
念
を
継
承
し
て 

│
「
哲
学
塾
」
へ
の
挑
戦
」、『
在

家
仏
教
』
二
〇
一
三
年
七
月
号
巻
頭
言
、
二
〇
一
三
年
七
月
一
日
発
行
、

〇
〜
一
頁

「
仏
教
と
科
学
の
接
点
」、
清
水
博
と
の
往
復
書
簡
、
清
水
博
『〈
い
の

ち
〉
の
普
遍
学
』、
二
〇
一
三
年
七
月
三
十
日
所
収
、
七
九
〜
八
五

頁
、
九
一
〜
九
七
頁
、
一
〇
四
〜
一
一
〇
頁
、
一
一
九
〜
一
二
五
頁
、

一
三
二
〜
一
三
八
頁

「
い
の
ち
の
深
み
へ
│
仏
教
の
立
場
か
ら
」、『
ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
』
第

五
四
号
、
公
益
社
団
法
人
生
命
科
学
振
興
会
、
二
〇
一
三
年
七
月
、

一
一
〜
二
五
頁

「
セ
ッ
シ
ョ
ン
№
４
の
発
表
に
対
す
る
コ
メ
ン
ト
│
道
元
部
会　

コ
メ
ン

ト
」、
日
本
仏
教
学
会
編
『
信
仰
と
は
何
か
（
一
）
│ 

仏
弟
子
と
い

う
こ
と
』、
平
楽
寺
書
店
、
二
〇
一
三
年
八
月
二
十
日
、
二
三
九
〜

二
四
四
頁

〈
学
会
発
表
等
〉

「
仏
教
と
い
の
ち
」、
東
洋
大
学
「
エ
コ
・
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
」
学
際
研
究
イ

ニ
シ
ア
テ
ィ
（T

IEPh

）・
茨
城
大
学
地
球
変
動
適
応
科
学
研
究
機
構

（ICA
S

）
共
催
国
際
セ
ミ
ナ
ー
「
い
の
ち
と
自
然
の
尊
さ
に
つ
い
て
考

え
る
」、
二
〇
一
三
年
三
月
十
六
日
、
東
洋
大
学
白
山
校
舎
六
号
館
三

階
六
三
一
七
教
室

「
親
鸞
の
仏
身
・
仏
土
論
│
報
身
・
報
土
の
問
題
を
中
心
に
」、
武
蔵
野
大

学
仏
教
文
化
研
究
所
研
究
会
、
二
〇
一
三
年
三
月
二
十
二
日
、
武
蔵
野

大
学
有
明
キ
ャ
ン
パ
ス
一
号
館
一
三
階
Ａ
会
議
室

「
現
代
社
会
と
哲
学
す
る
心
」、
東
洋
大
学
井
上
円
了
哲
学
塾
開
設
記
念
特

別
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
地
球
社
会
の
未
来
と
哲
学
の
課
題
」、
井
上
円
了

哲
学
塾
の
「
趣
旨
説
明
」
も
担
当
、
パ
ネ
ル
・
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
（
村

上
陽
一
郎
・
竹
内
整
一
・
吉
田
善
一
・
私
）
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
も

務
め
る
。
二
〇
一
三
年
六
月
二
十
九
日
、
井
上
円
了
ホ
ー
ル
（
東
洋
大

学
白
山
キ
ャ
ン
パ
ス
五
号
館
）

「
共
生
と
い
う
こ
と
と
仏
教
の
課
題
」、
上
智
大
学
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
研
究
所

主
催
「
日
本
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
結
ぶ
「
共
生
」
の
思
想
│
宗
教
、
哲

学
、
環
境
思
想
、
言
語
学
の
側
面
か
ら
考
え
る
」、
二
〇
一
三
年
十
一
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月
十
六
日
、
上
智
大
学
中
央
図
書
館L

八
二
一
会
議
室
。

「
能
と
禅
│
世
阿
弥
を
中
心
に
」、
ス
ト
ラ
ス
ブ
ー
ル
大
学
日
本
学
学

科
・
ア
ル
ザ
ス
欧
州
日
本
学
研
究
所
・
東
洋
大
学
主
催
「
世
阿
弥
生
誕

六
五
〇
年
記
念
国
際
研
究
会
」、
二
〇
一
三
年
十
一
月
二
十
八
日
、
フ

ラ
ン
ス
・
コ
ル
マ
ー
ル
市
内
。

「
近
年
の
高
等
教
育
の
動
向
に
つ
い
て
│
人
間
力
育
成
重
視
と
仏
教
の

役
割
」、
日
本
仏
教
教
育
学
会
第
二
二
回
学
術
大
会
公
開
講
演
会
、

二
〇
一
三
年
十
二
月
七
日
、
武
蔵
野
大
学
有
明
キ
ャ
ン
パ
ス
。

〈
講
演
〉

「
現
代
人
に
と
っ
て
の
仏
教
の
意
義
」、
同
友
ク
ラ
ブ
「
師
を
囲
む
会
」、

平
成
二
十
五
年
二
月
例
会
、
二
〇
一
三
年
二
月
十
九
日
、
同
友
ク
ラ
ブ

（
千
代
田
区
丸
の
内
、
パ
レ
ス
ビ
ル
五
階
）

「
井
上
円
了
の
思
想
に
つ
い
て
」、
第
六
八
八
回
『
仏
教
文
化
講
座
』、
金

龍
山
浅
草
寺
主
催
、
二
〇
一
三
年
三
月
二
十
七
日
、
新
宿
明
治
安
田
生

命
ホ
ー
ル
（
東
京
・
新
宿
駅
西
口
）

「
い
の
ち
の
深
み
へ
│
仏
教
の
立
場
か
ら
」、
公
益
社
団
法
人
生
命
科
学
振

興
会
40
周
年
記
念
講
演
会
、
二
〇
一
三
年
四
月
二
十
六
日
、
上
野
精
養

軒
「
井
上
円
了
の
人
と
思
想
」、
東
洋
大
学
講
師
派
遣
事
業
講
演
会in

札
幌
、

二
〇
一
三
年
六
月
二
日
、
札
幌
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
・
小
ホ
ー

ル
「
私
の
『
法
華
経
』
観 

│
「
譬
喩
品
」
を
中
心
と
し
て
」、
天
台
宗
布
教

師
会
関
東
信
越
地
区
協
議
会
平
成
二
五
年
度
布
教
研
修
会
、
二
〇
一
三

年
六
月
六
日
、
ホ
テ
ル
国
際
二
一
（
長
野
市
）

「
共
生
思
想
と
仏
教
の
可
能
性
」、
経
営
ビ
ジ
ョ
ン
構
想
懇
話
会
、
公
益
財

団
法
人
日
本
生
産
性
本
部
主
催
、
二
〇
一
三
年
六
月
十
一
日
、
ロ
イ
ヤ

ル
パ
ー
ク
ホ
テ
ル
（
東
京
都
・
水
天
宮
）

「
日
本
人
の
哲
学
│
空
海
か
ら
西
田
へ
」、
筑
波
大
学
特
別
講
義
、

二
〇
一
三
年
六
月
十
二
日
、
筑
波
大
学
大
学
会
館

「
良
寛
さ
ま
と
禅
の
心
」、
か
わ
さ
き
市
民
ア
カ
デ
ミ
ー2013

年
度
前
期

人
間
学
コ
ー
ス『
林
住
期
を
生
き
る
│
現
代
日
本
人
の「
こ
こ
ろ
」と「
い

の
ち
」
の
問
い
方
』
講
座
、
特
定
非
営
利
活
動
法
人
「
か
わ
さ
き
市
民

ア
カ
デ
ミ
ー
」、
二
〇
一
三
年
七
月
四
日
、
川
崎
市
生
涯
学
習
プ
ラ
ザ

三
階
（
川
崎
市
中
原
区
）

「
井
上
円
了
の
人
と
思
想
に
つ
い
て
」、
東
洋
大
学
甫
水
会
茨
城
支
部
平
成

二
十
五
年
度
第
四
五
回
通
常
総
会
、
二
〇
一
三
年
七
月
七
日
、
ホ
テ
ル

マ
ロ
ウ
ド
筑
波
（
土
浦
市
）

「
井
上
円
了
の
人
と
思
想
」、
東
洋
大
学
講
師
派
遣
事
業
講
演
会in

郡
山
、

二
〇
一
三
年
七
月
二
十
八
日
、
ビ
ッ
グ
パ
レ
ッ
ト
ふ
く
し
ま
・
中
会
議

室
（
福
島
県
郡
山
市
）

「
良
寛
さ
ま
の
『
法
華
讃
』」、
富
山
良
寛
会
要
請
に
よ
る
東
洋
大
学
講
師

派
遣
事
業
、
二
〇
一
三
年
八
月
十
日
、
パ
レ
ブ
ラ
ン
高
志
会
館
（
富
山

市
千
歳
町
）

「
井
上
円
了
の
実
践
哲
学
」、
井
上
円
了
哲
学
塾
、
二
〇
一
三
年
九
月

二
十
八
日
、
白
山
キ
ャ
ン
パ
ス
一B

二
一

「
井
上
円
了
の
人
と
思
想
」、
東
洋
大
学
文
化
講
演
会in

姫
路
、
二
〇
一
三
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年
十
月
十
九
日
、
姫
路

「
哲
学
と
し
て
の
仏
教
に
つ
い
て
」、
第
三
回
哲
学
カ
フ
ェ
、
二
〇
一
三
年

十
一
月
二
十
一
日
、
サ
ロ
ン
ド
冨
山
房
フ
ォ
リ
オ
（
千
代
田
区
神
保
町
）

「
良
寛
さ
ま
の
禅
の
心
」、
東
京
良
寛
会
三
〇
周
年
記
念
の
会
、
二
〇
一
三

年
十
一
月
二
十
四
日
、
学
士
会
館
二
〇
二
号
室

「
東
洋
大
学
の
現
状
と
課
題
│
創
立
一
二
五
周
年
を
機
に
」、
私
大
連
金

曜
会
、
二
〇
一
三
年
十
二
月
十
三
日
、
東
洋
大
学
白
山
校
舎
八
号
館

一
二
五
記
念
ホ
ー
ル

「
共
生
思
想
に
つ
い
て
│
仏
教
の
立
場
か
ら
」、
清
瀬
白
山
会
、
二
〇
一
三

年
十
二
月
十
四
日
、
清
瀬
市
ア
ミ
ュ
ー
ホ
ー
ル

「
大
乗
仏
教
の
こ
こ
ろ
」、
平
成
二
十
五
年
度
豊
山
教
職
員
連
盟
研
修
会
、

二
〇
一
三
年
十
二
月
十
八
日
、
護
国
寺
（
東
京
都
文
京
区
）

「
大
乗
仏
教
の
こ
こ
ろ
」、
祖
典
輪
読
会
（
高
野
山
真
言
宗
）、
二
〇
一
三

年
十
二
月
二
十
六
日
、
太
融
寺
（
大
阪
市
北
区
）

〈
特
別
講
義
〉

「
井
上
円
了
の
人
と
思
想
に
つ
い
て
」、
理
工
学
部
「
エ
ン
ジ
ニ
ア
の
た
め

の
哲
学
」
授
業
、
二
〇
一
三
年
七
月
二
十
二
日

板
倉
キ
ャ
ン
パ
ス
特
別
講
義
「
井
上
円
了
の
人
と
思
想
」、
二
〇
一
三
年

十
一
月
十
三
日

〈
学
会
活
動
〉

所
属
学
会
な
ら
び
に
役
職

日
本
印
度
学
仏
教
学
会
（
評
議
員
）
／
日
本
宗
教
学
会
（
理
事
）
／
比
較

思
想
学
会
（
理
事
）
／
仏
教
思
想
学
会
（
理
事
）
／
東
方
学
会
（
会
員
）

／
共
生
社
会
シ
ス
テ
ム
学
会
（
理
事
）

〈
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
参
加
〉

東
洋
大
学
「
エ
コ
・
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
」
学
際
研
究
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ

（T
IEPh

）・
自
然
観
探
究
ユ
ニ
ッ
ト
代
表
者

東
洋
大
学
国
際
哲
学
研
究
セ
ン
タ
ー
（
セ
ン
タ
ー
長
： 

村
上
勝
三
﹇
東

洋
大
学
﹈）
第
一
ユ
ニ
ッ
ト
研
究
員

国
際
井
上
円
了
学
会
会
長

○
教
育
活
動

〈
学
内
担
当
科
目
〉

大
学
院
：
日
本
仏
教
研
究
Ⅰ
・
仏
教
学
研
究
指
導
Ⅲ
（
前
期
課
程
）

　
　
　
　

仏
教
学
特
殊
研
究
Ⅳ
・
仏
教
学
研
究
指
導
Ⅲ
（
後
期
課
程
）

○
大
学
管
理
運
営
活
動
・
研
究
員
等

学
長　

理
事
／
井
上
円
了
記
念
学
術
セ
ン
タ
ー
所
長
／
東
洋
大
学
東
洋
学

研
究
所
研
究
員
／
東
洋
大
学
国
際
哲
学
研
究
セ
ン
タ
ー
研
究
員

沼
田　

一
郎

○
研
究
活
動

〈
論
文
〉

「
イ
ン
ド
古
代
法
に
お
け
る
「
寄
託
」
概
念
に
つ
い
て
│A

rtha
āstra

の

例
か
ら
│
」（
単
著
、『
東
洋
学
論
叢
』
第
三
八
号
〈「
東
洋
大
学
文
学

部
紀
要
」
第
六
六
集
〉、
二
〇
一
三
年
三
月
三
十
日
、
六
八
〜
四
七
九
）

〈
学
会
活
動
〉

所
属
学
会
な
ら
び
に
役
職
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日
本
南
ア
ジ
ア
学
会
（
会
員
・
英
文
叢
書
委
員
会
委
員
・
監
事
）
／
日
本

印
度
学
仏
教
学
会
（
会
員
）
／
日
本
佛
教
学
会
（
会
員
）
／
ア
ジ
ア
法

学
会
（
会
員
）
／
国
際
井
上
円
了
学
会
（
会
員
）
／

研
究
発
表
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
講
演
・
特
別
講
義

「
ダ
ル
マ
文
献
に
お
け
る
「
寄
託
」
規
定
」（
日
本
印
度
学
仏
教
学
会
第

六
四
回
学
術
大
会
、
第
一
部
会
、
二
〇
一
三
年
九
月
一
日
、
島
根
県
民

会
館
）

〈
研
究
・
調
査
活
動
〉

「
イ
ン
ド
の
死
生
観
に
つ
い
て
実
地
調
査
」
二
〇
一
三
年
九
月
十
二
日

〜
二
十
一
日
、
イ
ン
ド
カ
ル
ナ
ー
タ
カ
州
シ
ュ
リ
ン
ゲ
│
リ
、
マ
ッ

ト
ゥ
ー
ル
な
ど
で
、
死
生
観
に
つ
い
て
聴
き
取
り
調
査
を
行
う
。

〈
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
参
加
〉

東
洋
大
学
国
際
哲
学
研
究
セ
ン
タ
ー
（
セ
ン
タ
ー
長
・
村
上
勝
三
﹇
東
洋

大
学
﹈）
運
営
委
員
・
第
二
ユ
ニ
ッ
ト
研
究
員

東
洋
大
学
東
洋
学
研
究
所
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
イ
ン
ド
の
死
生
観
の
研

究
│
聖
典
・
聖
地
・
都
市
構
造
に
み
る
イ
ン
ド
の
死
生
観
」研
究
分
担
者
。

○
教
育
活
動

〈
学
内
担
当
科
目
〉

学　

部
：
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
文
献
を
読
む
Ａ
・
Ｂ
（
Ⅰ
部
）

　
　
　
　

古
代
イ
ン
ド
の
社
会
（
Ⅰ
部
）

　
　
　
　

イ
ン
ド
学
仏
教
学
演
習
①
（
Ⅰ
部
）

　
　
　
　

イ
ン
ド
学
仏
教
学
演
習
（
Ⅱ
部
）

　
　
　
　

イ
ン
ド
古
典
哲
学
（
Ⅱ
部
）

東
洋
思
想
文
化
へ
の
誘
い
Ａ
（
Ⅰ
部
・
Ⅱ
部
、
春
学
期
）
二
回

担
当

「
古
代
イ
ン
ド
社
会
論
入
門
│
カ
ー
ス
ト
社
会
に
お
け
る
在

家
と
出
家
」（
五
月
二
十
二
日
、
一
時
限
／
六
月
二
十
九

日
、
六
時
限
）

東
洋
思
想
文
化
へ
の
誘
い
Ｂ
（
Ⅰ
部
・
Ⅱ
部
、
秋
学
期
）
二
回

担
当

「
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
文
化
入
門
│
イ
ン
ド
文
化
は
哲
学
の
み
に
あ

ら
ず
」（
十
月
二
十
六
日
、
六
時
限
／
十
月
三
十
日
、
一

時
限
）

宗
教
を
め
ぐ
る
諸
問
題
Ｂ
（
Ⅰ
・
Ⅱ
部
乗
り
入
れ
）
二
回
担
当

「
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
に
お
け
る
聖
者
①（
古
代
）」（
十
月
十
九
日
）

「
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
に
お
け
る
聖
者
」（
十
一
月
十
六
日
）

全
学
総
合
Ｉ
Ａ
一
回
担
当

「
古
代
イ
ン
ド
に
お
け
る
実
践
倫
理
」（
七
月
四
日
）

○
大
学
管
理
運
営
活
動
・
研
究
員
等

東
洋
大
学
東
洋
学
研
究
所
研
究
員
・
運
営
委
員
／
東
洋
大
学
東
洋
学
研
究

所
『
東
洋
学
研
究
』
編
集
委
員
／
国
際
哲
学
研
究
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
・

研
究
員
／
文
学
部
予
算
委
員
会
委
員
／
文
学
部
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
委
員
会

委
員

○
社
会
的
活
動

公
開
講
座
「
イ
ン
ド
哲
学
に
お
け
る
「
こ
こ
ろ
」
と
「
か
ら
だ
」（
東
洋

大
学
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
公
開
講
座
・
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
学
習
講
座
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Ｂ
〈
東
洋
思
想
へ
の
誘
い
│
東
洋
思
想
・
文
化
に
お
け
る
「
こ
こ
ろ
」

と
「
か
ら
だ
」
│
〉
二
〇
一
三
年
六
月
一
日
、
東
洋
大
学
白
山
キ
ャ
ン

パ
ス
）

模
擬
講
義
（（
夢
ナ
ビ
ラ
イ
ブ
）「
ア
ジ
ア
文
化
の
タ
テ
と
ヨ
コ
│
歴
史
と

文
化
の
交
錯
点
│
」（
二
〇
一
三
一
年
六
月
八
日　

京
都
み
や
こ
め
っ

せ
、
二
〇
一
三
年
十
一
月
九
日　

ツ
イ
ン
メ
ッ
セ
静
岡
）

「
ア
ジ
ア
文
化
に
つ
い
て
の
模
擬
講
義
」（
二
〇
一
三
年
十
二
月
十
八
日　

錦
城
高
等
学
校
）

野
間　

信
幸

○
研
究
活
動

〈
論
文
〉

「
張
文
環
文
学
の
原
郷
│
出
水
坑
か
ら
考
え
る
│
」（
単
著
、『
東
洋
大
学

　

中
国
哲
学
文
学
科
紀
要
』
第
二
一
号
、
二
〇
一
三
年
三
月
二
十
三
日
、

一
三
三
〜
一
六
八
頁
）

〈
そ
の
他
〉

「『
東
洋
大
学　

中
国
哲
学
文
学
科
紀
要
』
の
終
刊
に
あ
た
っ
て
」（『
東

洋
大
学　

中
国
哲
学
文
学
科
紀
要
』
第
二
一
号
、
二
〇
一
三
年
三
月

二
十
三
日
、
三
二
九
〜
三
三
一
頁
）

「
太
田
先
生
の
思
い
出
」（『
中
国
文
芸
研
究
会
会
報
』
第
三
七
六
・
三
七
七

合
併
号
、
六
〜
八
頁
、
二
〇
一
三
年
三
月
三
十
一
日
）

「
第
八
分
科
会　

報
告
」（『
日
本
台
湾
学
会
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
』第
二
五
号
、

二
〇
一
三
年
十
二
月
、
八
〜
九
頁
）

〈
学
会
活
動
〉

所
属
学
会
な
ら
び
に
役
職

日
本
中
国
学
会
（
会
員
）
／
日
本
台
湾
学
会
（
学
会
報
編
集
委
員
）
／
天

理
台
湾
学
会
（
理
事
） 

／
日
本
現
代
中
国
学
会
（
会
員
）
／
東
洋
大
学

中
国
学
会
（
理
事
）
／
中
国
文
芸
研
究
会
（
会
員
）

学
会
参
加
等

日
本
台
湾
学
会
第
一
五
回
学
術
大
会
・
第
八
分
科
会
座
長
（
広
島
大
学
、

二
〇
一
三
年
五
月
二
十
六
日
）

天
理
台
湾
学
会
第
二
三
回
研
究
大
会
・
午
後
の
部
第
三
研
究
発
表
の
司
会

（
天
理
大
学
、
二
〇
一
三
年
六
月
二
十
九
日
）

〈
研
究
・
調
査
活
動
〉

「
作
家
鍾
理
和
の
事
績
調
査
」、
二
〇
一
三
年
九
月
三
日
〜
八
日
、
美
濃
・

屏
東
廣
興
（
台
湾
）
に
て
調
査

○
教
育
活
動

〈
学
内
担
当
科
目
〉

学　

部
：
中
国
文
学
史
概
説

　
　
　
　

中
国
文
学
演
習
Ⅰ

　
　
　
　

中
国
文
学
特
講
Ⅰ

　
　
　
　

中
国
現
代
文
学
史
概
説

総
合
Ⅷ
Ｂ
１
（
校
友
会
寄
附
講
座
、
Ⅰ
・
Ⅱ
部
乗
り
入
れ
、
秋

学
期
）
一
回
担
当

「
円
了
の
台
湾
巡
講
│
南
船
北
馬
２
（
台
湾
巡
講
）」
十
月

二
十
四
日
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東
洋
思
想
文
化
へ
の
誘
い
Ａ
（
Ⅰ
部
・
Ⅱ
部
、
春
学
期
）
二
回

担
当

「
中
国
文
学
入
門
│
中
国
語
と
中
国
文
学
の
深
い
関
係
」（
五

月
十
五
日
、
一
時
限
／
六
月
八
日
、
六
時
限
）

東
洋
思
想
文
化
へ
の
誘
い
Ｂ
（
Ⅰ
部
・
Ⅱ
部
、
秋
学
期
）
二
回

担
当

「
中
国
現
代
文
学
入
門
│
近
代
文
化
人
の
傷
痕
」（
十
月

二
十
三
日
、
一
時
限
／
十
月
十
九
日
、
六
時
限
）

近
代
化
と
東
洋
（
Ⅰ
・
Ⅱ
部
乗
り
入
れ
、
秋
学
期
）
一
回
担
当

「
近
代
の
台
湾
文
学
│
東
洋
大
学
に
在
籍
し
た
作
家
張
文
環

の
生
涯
」（
十
一
月
二
十
日
）

大
学
院
：
中
国
文
学
特
論
Ⅰ
・
中
国
哲
学
研
究
指
導
Ⅱ
（
前
期
課
程
）

中
国
哲
学
特
殊
研
究
Ⅰ
・
中
国
哲
学
研
究
指
導
Ⅰ
（
後
期
課
程
）

○
大
学
管
理
運
営
活
動
・
研
究
員
等

文
学
部
入
試
委
員
会
委
員
／
校
友
会
学
生
研
究
奨
励
基
金
運
営
委
員
会
委

員
／
東
洋
大
学
ア
ジ
ア
文
化
研
究
所
研
究
員

○
社
会
的
活
動

　

ア
ジ
ア
セ
ン
タ
ー
21
維
持
会
員

橋
本　

泰
元

○
研
究
活
動

〈
論
文
〉

「
ス
ィ
ク
（Sikh

）
教
研
究
│
序
」（
単
著
、『
東
洋
学
論
叢
』
第
三
八
号

〈「
東
洋
大
学
文
学
部
紀
要
」
第
六
六
集
〉、
二
〇
一
三
年
三
月
三
十
日
、

一
一
七
〜
一
三
六
頁
）

〈
学
会
活
動
〉

所
属
学
会
な
ら
び
に
役
職

日
本
印
度
学
佛
教
学
会
（
理
事
）
／
日
本
宗
教
学
会
（
会
員
）
／
日
本
南

ア
ジ
ア
学
会
（
会
員
）
／
日
本
佛
教
学
会
（
会
員
）

〈
研
究
・
調
査
活
動
〉

「
南
イ
ン
ド
に
お
け
る
シ
ュ
リ
ー
・
ヴ
ァ
イ
シ
ュ
ナ
ヴ
ァ
派
の
実
地
調
査
」、

二
〇
一
三
年
九
月
二
日
〜
九
月
九
日
、
南
イ
ン
ド
の
ア
ー
ン
ド
ラ
・
プ

ラ
デ
ー
シ
ュ
州
お
よ
び
タ
ミ
ル
・
ナ
ー
ド
ゥ
州
に
あ
る
シ
ュ
リ
ー
・
ヴ
ァ

イ
シ
ュ
ナ
ヴ
ァ
派
の
寺
院
の
実
地
調
査
。

〈
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
参
加
〉

「
イ
ン
ド
の
死
生
観
の
研
究
│
聖
典
・
聖
地
・
都
市
構
造
に
み
る
イ
ン
ド

の
死
生
観
│
」〈
東
洋
大
学
東
洋
学
研
究
所
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
井
上
円

了
研
究
助
成
二
〇
一
三
年
度
〜
二
〇
一
五
年
度
：
研
究
代
表
者
〉

「
多
言
語
重
層
構
造
を
な
す
イ
ン
ド
文
学
史
の
先
端
的
分
析
法
と
新
記
述
」

〈
二
〇
一
三
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
﹇
基
盤
研
究
（
Ａ
）﹈
研
究
代
表

者
：
水
野
善
文
﹇
東
京
外
国
語
大
学
﹈
連
携
研
究
者
〉

東
洋
大
学
国
際
哲
学
研
究
セ
ン
タ
ー
（
セ
ン
タ
ー
長
・
村
上
勝
三
﹇
東
洋

大
学
﹈）
第
三
ユ
ニ
ッ
ト
研
究
員

○
教
育
活
動

〈
学
内
担
当
科
目
〉

学　

部
：
イ
ン
ド
の
宗
教
Ａ
・
Ｂ
（
Ⅰ
・
Ⅱ
部
）
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ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
と
は
何
か
（
春
学
期
）（
Ⅰ
部
）

　
　
　
　

イ
ン
ド
学
仏
教
学
演
習
③
（
Ⅰ
部
）

　
　
　
　

仏
教
の
芸
能
（
秋
学
期
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
）（
Ⅱ
部
）

　
　
　
　

宗
教
を
め
ぐ
る
諸
問
題
Ａ
・
Ｂ
（
Ⅰ
・
Ⅱ
部
乗
り
入
れ
）

「
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
に
お
け
る
聖
者
②（
中
世
）」（
十
一
月
十
六
日
、

六
時
限
）

「
ス
ィ
ク
教
と
聖
者
」（
十
一
月
二
十
日
、
六
時
限
）

東
洋
思
想
文
化
へ
の
誘
い
Ａ
（
Ⅰ
部
・
Ⅱ
部
、
春
学
期
）
二
回

担
当

「
叙
事
詩
の
語
る
世
界
観
」（
七
月
三
日
、
一
時
限
／
七
月
十
三

日
、
六
時
限
）

東
洋
思
想
文
化
へ
の
誘
い
Ｂ
（
Ⅰ
部
・
Ⅱ
部
、
秋
学
期
）
二
回

担
当

「
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
の
根
本
思
想
」（
十
二
月
十
八
日
、
一
時
限
／

十
二
月
二
十
一
日
六
時
限
）

文
学
部
伝
統
文
化
講
座
「
聲
明
講
演
」（
六
月
一
日
主
催
）

総
合
Ⅷ
Ｂ
１
（
校
友
会
寄
附
講
座
、
Ⅰ
・
Ⅱ
部
乗
り
入
れ
、
秋

学
期
）
一
回
担
当

「
哲
学
館
初
期
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
特
色
│
哲
学
を
如
何
に
教

育
す
る
の
か
」（
七
月
十
三
日
、
五
時
限
）

大
学
院
：
イ
ン
ド
哲
学
研
究
Ⅱ
・
イ
ン
ド
哲
学
研
究
指
導
Ⅲ
（
前
期
課
程
）

イ
ン
ド
哲
学
特
殊
研
究
Ⅱ
・
イ
ン
ド
哲
学
研
究
指
導
Ⅱ
（
後
期

課
程
）

〈
学
外
担
当
科
目
〉

大
正
大
学
学
部
： 

ヒ
ン
デ
ィ
ー
語
Ⅰ
・
Ⅱ
・
Ⅲ
・
Ⅳ
（
総
合
）

○
大
学
管
理
運
営
活
動
・
研
究
員
等

東
洋
大
学
東
洋
学
研
究
所
所
長
／
東
洋
大
学
国
際
哲
学
研
究
セ
ン
タ
ー
研

究
員
／
学
科
・
専
攻
内
選
書
委
員

○
社
会
的
活
動

団
体
役
員
等

（
特
財
）
大
法
輪
石
原
育
英
会
評
議
員

宮
本　

久
義

○
研
究
活
動

〈
論
文
〉

「
聖
地
に
お
け
る
祖
先
供
養
『
ト
リ
ス
タ
リ
ー
セ
ー
ト
ゥ
』
三
六
八-

四
〇
五
の
和
訳
と
註
解
」（
単
著
、『
東
洋
学
論
叢
』
第
三
八
号
〈「
東

洋
大
学
文
学
部
紀
要
」
第
六
六
集
〉、
二
〇
一
三
年
三
月
三
十
日
、

一
四
七
〜
一
七
〇
頁
）

〈
学
会
活
動
〉

所
属
学
会
な
ら
び
に
役
職

日
本
南
ア
ジ
ア
学
会
（
常
務
理
事
）
／
日
本
印
度
学
仏
教
学
会
（
評
議
員
）

／
日
本
宗
教
学
会
（
会
員
）
／
日
本
佛
教
学
会
（
会
員
）
／
建
築
史
学

会
（
会
員
）
／
早
稲
田
大
学
東
洋
哲
学
会
（
理
事
）

〈
研
究
・
調
査
活
動
〉

「
イ
ン
ド
西
部
の
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
聖
地
調
査
」
二
〇
一
三
年
三
月
十
日
〜
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十
八
日
、
ビ
ー
マ
ー
シ
ャ
ン
カ
ル
寺
院
、
グ
リ
シ
ュ
ネ
ー
シ
ュ
ワ
ル
寺

院
、
ト
リ
ア
ン
バ
ケ
ー
シ
ュ
ヴ
ァ
ル
寺
院
に
お
い
て
、
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教

聖
地
巡
礼
の
実
態
調
査
を
行
う

「
イ
ラ
ン
に
お
け
る
多
文
化
共
生
研
究
集
会
参
加
及
び
宗
教
実
態
調
査
」、

二
〇
一
三
年
十
月
二
十
九
日
〜
十
一
月
六
日
、
イ
ラ
ン
・
テ
ヘ
ラ
ン
に

て
研
究
集
会
参
加
、
シ
ー
ラ
ー
ズ
、
ヤ
ズ
ド
、
イ
ス
フ
ァ
ハ
ー
ン
に
て

現
地
調
査
を
行
う

「
イ
ン
ド
東
部
の
ヴ
ァ
イ
デ
ィ
ヤ
ナ
ー
ト
、
ガ
ヤ
ー
等
聖
地
調
査
」

二
〇
一
三
年
九
月
八
日
〜
十
八
日
、
ヴ
ァ
イ
デ
ィ
ヤ
ナ
ー
ト
寺
院
、
及

び
ガ
ヤ
ー
の
寺
院
に
お
い
て
、
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
聖
地
巡
礼
の
実
態
調
査

を
行
う

〈
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
参
加
〉

東
洋
大
学
国
際
哲
学
研
究
セ
ン
タ
ー
（
セ
ン
タ
ー
長
： 
村
上
勝
三
﹇
東

洋
大
学
﹈）
第
三
ユ
ニ
ッ
ト
「
課
題
・
多
文
化
共
生
社
会
の
思
想
基
盤

研
究
」
に
所
属
し
、
南
ア
ジ
ア
に
お
け
る
多
文
化
・
多
宗
教
共
生
の
研

究
を
行
う

「
多
言
語
重
層
構
造
を
な
す
イ
ン
ド
文
学
史
の
先
端
的
分
析
法
と
新
記
述

（
科
学
研
究
費
・
基
盤
Ａ
）」（
連
携
研
究
者
、
代
表
： 

水
野
善
文
﹇
東

京
外
国
語
大
学
﹈）
古
典
文
学
研
究
班
に
所
属
し
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
文

学
の
研
究
を
行
う

○
教
育
活
動

〈
学
内
担
当
科
目
〉

学　

部
：
イ
ン
ド
古
典
哲
学
Ａ
・
Ｂ
（
Ⅰ
部
）

　
　
　
　

イ
ン
ド
現
代
思
想
（
Ⅱ
部
）

　
　
　
　

現
代
の
イ
ン
ド
（
Ⅱ
部
）

　
　
　
　

ヨ
ー
ガ
と
ア
ー
ユ
ル
ヴ
ェ
ー
ダ
（
Ⅰ
部
）

　
　
　
　

イ
ン
ド
学
仏
教
学
演
習
②
（
Ⅰ
部
）

全
学
総
合
Ⅰ
Ａ
「
エ
コ
・
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
入
門
」（
Ⅰ
・
Ⅱ
部

乗
り
入
れ
）
一
回
担
当

「
ガ
ン
ジ
ス
川
を
め
ぐ
る
イ
ン
ド
の
環
境
問
題
」（
二
〇
一
三

年
十
二
月
十
九
日
）

全
学
総
合
Ⅰ
Ａ
②
「
哲
学
へ
の
誘
い
」（
Ⅰ
・
Ⅱ
部
乗
り
入
れ
）

一
回
担
当

「
ヨ
ー
ガ
に
お
け
る
心
と
身
体
」（
二
〇
一
三
年
六
月
十
三
日
）

全
学
総
合
Ⅱ
Ａ
「
妖
怪
学
」（
Ⅰ
・
Ⅱ
部
乗
り
入
れ
）
一
回

　

担
当

「
イ
ン
ド
に
も
百
鬼
夜
行
」（
二
〇
一
三
年
六
月
十
一
日
）

東
洋
思
想
文
化
へ
の
誘
い
Ａ
（
Ⅰ
部
・
Ⅱ
部
、
春
学
期
）
二
回

担
当

「
イ
ン
ド
思
想
入
門
１
│
ヴ
ェ
ー
ダ
の
宗
教
と
思
想
」（
四
月

二
十
四
日
、
一
時
限
／
四
月
二
十
七
日
、
六
時
限
）

東
洋
思
想
文
化
へ
の
誘
い
Ｂ
（
Ⅰ
部
・
Ⅱ
部
、
秋
学
期
）
二
回

担
当

「
イ
ン
ド
思
想
入
門
２
│
イ
ン
ド
哲
学
は
な
に
を
目
指
す
か
」

（
二
〇
一
三
年
十
月
二
日
、
一
時
限
／
九
月
二
十
八
日
、

六
時
限
）
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東
洋
の
身
体
論
（
Ⅰ
・
Ⅱ
部
乗
り
入
れ
）
一
回
担
当

「
イ
ン
ド
哲
学
に
お
け
る
身
体
観
」（
二
〇
一
三
年
四
月
十
七

日
、
七
時
限
）

近
代
化
と
東
洋
（
Ⅰ
・
Ⅱ
部
乗
り
入
れ
）
一
回
担
当

「
近
代
化
と
イ
ン
ド
の
伝
統
思
想
」（
二
〇
一
三
年
十
月
二
日
、

七
時
限
）

宗
教
を
め
ぐ
る
諸
問
題
Ｂ
（
Ⅰ
・
Ⅱ
部
乗
り
入
れ
）
二
回
担
当

「
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
と
は
何
か
」（
二
〇
一
三
年
十
月
二
十
六
日
、

六
時
限
）

「
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
に
お
け
る
聖
者
②
（
近
現
代
）」（
二
〇
一
三

年
十
一
月
二
十
三
日
、
六
時
限
）

大
学
院
： 

サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
文
献
研
究
Ⅰ
・
イ
ン
ド
哲
学
研
究
指
導
Ⅰ（
前

期
課
程
）

イ
ン
ド
哲
学
特
殊
研
究
Ⅰ
・
イ
ン
ド
哲
学
研
究
指
導
Ⅰ
（
後
期

課
程
）

〈
学
外
担
当
科
目
〉

専
門
語
学
「
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
」
国
際
仏
教
学
大
学
院
大
学
（
通
年
）

○
大
学
管
理
運
営
活
動
・
研
究
員
等

大
学
院
文
学
研
究
科
長
／
大
学
院
自
己
点
検
・
評
価
委
員
会
委
員
／
校
友

会
学
生
研
究
奨
励
基
金
運
営
委
員
会
委
員
／
井
上
円
了
記
念
研
究
助
成

金
運
営
委
員
会
委
員
／
東
洋
大
学
東
洋
学
研
究
所
研
究
員
／
東
洋
大
学

国
際
哲
学
研
究
セ
ン
タ
ー
研
究
員
・
副
セ
ン
タ
ー
長
・
第
三
ユ
ニ
ッ
ト

長
／
教
職
課
程
運
営
委
員
会
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー

○
社
会
的
活
動

公
開
講
座
「
ヨ
ー
ガ
に
お
け
る
「
こ
こ
ろ
」
と
「
か
ら
だ
」」（
東
洋
大
学

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
公
開
講
座
・
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
学
習
講
座
Ｂ〈
東

洋
思
想
へ
の
誘
い
│
東
洋
思
想
・
文
化
に
お
け
る
「
こ
こ
ろ
」
と
「
か

ら
だ
」
│
〉、
二
〇
一
三
年
六
月
八
日
、
東
洋
大
学
白
山
キ
ャ
ン
パ
ス

講
演
「
テ
ー
マ
パ
ー
ク
と
し
て
の
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
聖
地
」
東
京
大
学
仏
教

青
年
会
公
開
講
座
、
二
〇
一
三
年
十
月
二
十
四
日
、
東
京
大
学
仏
教
青

年
会
会
館

（
財
）
東
京
大
学
仏
教
青
年
会
評
議
員

山
口　

し
の
ぶ

○
研
究
活
動

〈
論
文
〉

「
グ
シ
ュ
メ
ー
シ
ュ
ヴ
ァ
ラ
・
ジ
ョ
ー
テ
ィ
ル
リ
ン
ガ
の
縁
起
譚
│
『
シ

ヴ
ァ
・
プ
ラ
ー
ナ
』
第
四
巻

『
コ
ー
テ
ィ
・
ル
ド
ラ
・
サ
ン
ヒ
タ
ー
』第
三
二
章
和
訳 

│
」『
東
洋
学
論
叢
』

第
三
八
号
〈『
東
洋
大
学
文
学
部
紀
要
』
第
六
六
集
〉
二
〇
一
三
年
三

月
三
十
日
、
一
○
四
〜
一
一
六
頁
。

〈
学
会
活
動
〉

所
属
学
会
な
ら
び
に
役
職

日
本
印
度
学
仏
教
学
会
（
会
員
）
／
日
本
宗
教
学
会
（
会
員
）
／
南
ア
ジ

ア
学
会（
会
員
）／
日
本
佛
教
学
会（
会
員
）／
日
本
西
蔵
学
会（
会
員
）

／
密
教
図
像
学
会
（
会
員
）
／
東
海
印
度
学
仏
教
学
会
（
会
員
）
／
パ
ー
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リ
学
仏
教
文
化
学
会
（
会
員
）

〈
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
参
加
〉

東
洋
大
学
国
際
哲
学
研
究
セ
ン
タ
ー
（
セ
ン
タ
ー
長
・
村
上
勝
三
﹇
東
洋

大
学
﹈）
第
三
ユ
ニ
ッ
ト
研
究
員

東
洋
大
学
東
洋
学
研
究
所
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
：
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
仏
教
の

受
容
と
変
容
」（
研
究
代
表
者
・
渡
辺
章
悟
）
研
究
分
担
者

○
教
育
活
動

〈
学
内
担
当
科
目
〉

学　

部
：
イ
ン
ド
学
仏
教
学
演
習
⑧
（
Ⅰ
部
）

　
　
　
　

イ
ン
ド
学
仏
教
学
演
習
（
Ⅱ
部
）

　
　
　
　

チ
ベ
ッ
ト
文
献
を
読
む
Ａ
・
Ｂ
（
Ⅰ
部
）

東
洋
思
想
文
化
へ
の
誘
い
Ａ
（
Ⅰ
部
・
Ⅱ
部
、
春
学
期
）
Ⅱ
部

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

「
ガ
イ
ダ
ン
ス　

コ
ー
ス
説
明（
イ
ン
ド
等
）」（
四
月
十
三
日
、

六
時
限
／
四
月
十
七
日
、
一
時
限
）

「
東
洋
芸
術
文
化
入
門
１
│
仏
教
・
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
の
美
術
」

（
六
月
一
日
、
六
時
限
／
六
月
十
九
日
、
一
時
限
）

東
洋
思
想
文
化
へ
の
誘
い
Ｂ
（
Ⅰ
部
・
Ⅱ
部
、
秋
学
期
）
一
回

担
当

「
ガ
イ
ダ
ン
ス
」（
九
月
二
十
一
日
、
六
時
限
）

「
東
洋
芸
術
文
化
入
門
２
│
東
南
ア
ジ
ア
の
芸
術
文
化
」

（
十
一
月
二
十
七
日
、
一
時
限
／
十
一
月
三
十
日
、
六
時

限
）

「
コ
ー
ス
選
択
の
た
め
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
・
希
望
聴
取
」（
十
二

月
四
日
、
一
時
限
／
十
二
月
七
日
、
六
時
限
）

チ
ベ
ッ
ト
仏
教
の
あ
ゆ
み
（
Ⅰ
部
）

イ
ン
ド
美
術
を
見
る
（
Ⅱ
部
）

総
合
Ⅲ
Ｂ
「
東
洋
大
学
井
上
円
了
哲
学
塾
│
実
践
哲
学
講
座
」

（
Ⅰ
・
Ⅱ
部
乗
り
入
れ
）

近
代
化
と
東
洋
（
Ⅰ
・
Ⅱ
部
乗
り
入
れ
、
秋
学
期
）
一
回
担
当

「
近
代
化
と
チ
ベ
ッ
ト
」（
十
月
十
六
日
、
七
時
限
）

宗
教
を
め
ぐ
る
諸
問
題
Ａ
・
Ｂ
（
Ⅰ
・
Ⅱ
部
乗
り
入
れ
）

「
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
と
は
何
か
」（
五
月
十
八
日
、
六
時
限
）

「
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
に
お
け
る
聖
者
」（
五
月
二
十
五
日
、
六
時

限
）

総
合
Ⅷ
Ｂ
１
（
校
友
会
寄
附
講
座
）「
日
本
の
近
代
化
と
東
洋

大
学
│
井
上
円
了
の
哲
学
と
実
践 

│
」（
Ⅰ
・
Ⅱ
部
乗
り
入

れ
）
一
回
担
当

「
哲
学
館
か
ら
チ
ベ
ッ
ト
へ
│
明
治
の
取
経
僧
・
河
口
慧
海

と
能
海
寛
」（
十
一
月
十
六
日
、
五
時
限
）

全
学
総
合
Ⅰ
Ａ
１
「
哲
学
へ
の
誘
い
」（
Ⅰ
・
Ⅱ
部
乗
り
入
れ
）

一
回
担
当

「
世
界
と
自
己
│
密
教
の
マ
ン
ダ
ラ
に
お
け
る
世
界
と
自
己
」

（
二
〇
一
三
年
五
月
十
六
日
）

大
学
院
：
大
乗
仏
教
研
究
Ⅱ
・
仏
教
学
研
究
指
導
Ⅱ
（
前
期
課
程
）

仏
教
学
特
殊
研
究
Ⅱ
・
仏
教
学
研
究
指
導
Ⅱ
（
後
期
課
程
）
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○
大
学
管
理
運
営
活
動
・
研
究
員
等

第
二
部
東
洋
思
想
文
化
学
科
学
科
長
／
東
洋
大
学
東
洋
学
研
究
所
研
究
員

／
東
洋
大
学
ア
ジ
ア
文
化
研
究
所
研
究
員
／
東
洋
大
学
国
際
哲
学
研
究

セ
ン
タ
ー
研
究
員

○
社
会
的
活
動

東
洋
大
学
井
上
円
了
哲
学
塾
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
（
二
〇
一
三
年
九
月

二
十
一
日
〜
十
二
月
二
十
一
日
、
東
洋
大
学
白
山
キ
ャ
ン
パ
ス
）

公
開
講
座
「
密
教
に
お
け
る
心
と
身
体
│
仏
・
マ
ン
ダ
ラ
・
自
己
」（
東

洋
大
学
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
公
開
講
座
・
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
学
習
講

座
Ｂ
〈
東
洋
思
想
へ
の
誘
い
│
東
洋
思
想
・
文
化
に
お
け
る
「
こ
こ
ろ
」

と「
か
ら
だ
」│
〉、
二
〇
一
三
年
五
月
二
十
五
日
、
東
洋
大
学
白
山
キ
ャ

ン
パ
ス
）

山
田　

利
明

○
研
究
活
動

〈
編
著
〉

『
エ
コ
ロ
ジ
ー
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
』
春
秋
社
、（
編
著
者
：
稲
垣
諭
・
河
本

英
夫
・
山
田
利
明
）
二
〇
一
三
年
三
月

〈
論
文
〉

「
謫
仙
の
構
造
」、『
中
国
哲
学
文
学
科
紀
要
』
二
一
号
、
東
洋
大
学
文
学
部
、

二
〇
一
三
年
三
月
十
日
、
四
五
〜
五
九
頁

「
価
値
を
生
む
思
想
」、『
エ
コ
ロ
ジ
ー
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
』、
春
秋
社
、

二
〇
一
三
年
三
月
八
日
、
一
〇
一
〜
一
一
三
頁

〈
そ
の
他
〉

「
南
方
熊
楠
の
エ
コ
ロ
ジ
ー
」、『
ニ
ュ
ー
ズ
・
レ
タ
ー
』東
洋
大
学
エ
コ
フ
ィ

ロ
ソ
フ
ィ
│
学
際
研
究
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
、
一
六
号
、
二
〇
一
三
年
七

月
「
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
『
南
方
熊
楠
：
神
と
人
と
自
然
』」、『
ニ
ュ
ー
ズ
・
レ
タ
ー
』

東
洋
大
学
エ
コ
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
│
学
際
研
究
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
、
一
七

号
、
二
〇
一
三
年
十
一
月

「
蓄
財
」、『
サ
ス
テ
ナ
』
三
〇
号
、
東
京
大
学
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
連
携

機
構
、
七
八
〜
七
九
頁
、
二
〇
一
三
年
七
月

「
渭
城
の
朝
雨
」、『
サ
ス
テ
ナ
』
三
一
号
、
東
京
大
学
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ

連
携
機
構
、
一
五
二
〜
一
五
三
頁
、
二
〇
一
三
年
十
月

〈
講
演
〉

「
日
本
に
お
け
る
『
老
子
』
の
受
容
」、
財
団
法
人
日
本
タ
オ
イ
ズ
ム
協
会

（
福
岡
県
英
彦
山
）、
二
〇
一
三
年
十
一
月
三
日

〈
学
会
活
動
〉

所
属
学
会
・
役
職

日
本
中
国
学
会
（
評
議
員
）、
日
本
道
教
学
会
（
会
長
）、
日
仏
東
洋
学
会

（
会
員
）、The Society for the Study of Chinese Religion

（
会
員
）

〈
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
〉

　

東
洋
大
学
エ
コ
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
学
際
研
究
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ（
機
構
長
）

○
教
育
活
動

〈
学
内
担
当
科
目
〉

学　

部
：
中
国
哲
学
演
習
Ⅰ
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中
国
哲
学
特
講
Ⅱ

　
　
　
　

中
国
哲
学
史
概
説

　
　
　
　

総
合
Ⅰ

東
洋
思
想
文
化
へ
の
誘
い
Ａ
（
Ⅰ
部
・
Ⅱ
部
、
春
学
期
）
二
回

担
当

「
中
国
哲
学
入
門
│
天
の
思
想
と
人
の
あ
り
方
」（
五
月
一
日
、

一
時
限
／
五
月
十
一
日
、
六
時
限
）

東
洋
思
想
文
化
へ
の
誘
い
Ｂ
（
Ⅰ
部
・
Ⅱ
部
、
秋
学
期
）
二
回

担
当

「
道
家
哲
学
入
門
│
無
と
自
然
」（
十
月
五
日
六
時
限
／
十
月

九
日
一
時
限
）

東
洋
の
身
体
論
（
Ⅰ
・
Ⅱ
部
乗
り
入
れ
、
春
学
期
）
一
回
担
当

「
道
教
の
身
体
観
」（
七
月
七
日
、
七
時
限
）

大
学
院
：
中
国
哲
学
特
殊
研
究
Ⅴ

　
　
　
　

中
国
哲
学
研
究
指
導
Ⅴ
（
以
上
後
期
課
程
）

　
　
　
　

中
国
哲
学
演
習
Ⅰ

　
　
　
　

中
国
哲
学
研
究
１

　
　
　
　

中
国
哲
学
研
究
指
導
Ⅳ
（
以
上
前
期
課
程
）

○
大
学
学
部
管
理
運
営

卒
業
生
・
甫
水
会
連
携
室
室
長
、
大
学
院
中
国
哲
学
専
攻
長
、

○
社
会
的
活
動

一
般
社
団
法
人
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
・
サ
イ
エ
ン
ス
・
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム

理
事

公
開
講
座
「
中
国
の
思
想
と
文
化
│
現
代
中
国
と
道
教
│
」（
東
洋
大
学

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
公
開
講
座
・
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
学
習
講
座
Ｂ

〈「
東
ア
ジ
ア
」
へ
の
ま
な
ざ
し
│
そ
の
思
想
と
文
化
│
〉、
二
〇
一
三

年
六
月
十
五
日
、
東
洋
大
学
白
山
キ
ャ
ン
パ
ス
）

渡
辺　

章
悟

○
研
究
活
動

〈
著
書
〉

「
般
若
経
の
形
成
と
展
開
」『
智
慧
・
世
界
・
こ
と
ば
│
大
乗
仏
典
Ⅰ
』
第

二
章
（
シ
リ
ー
ズ
大
乗
仏
教
・
第
四
巻
）（
春
秋
社
、
二
〇
一
三
年
五
月
、

一
〇
一
〜
一
五
三
頁
）

〈
論
文
〉

「
般
若
経
の
三
乗
思
想
」（
単
著
、『
東
洋
大
学
文
学
部
紀
要
』
イ
ン
ド
哲

学
科
篇
、
第
六
六
集
（『
東
洋
学
論
叢
』
第
三
八
号
）、
二
〇
一
三
年
三

月
、
一
三
七
〜
一
四
六
頁
）

「『
金
剛
般
若
経
』
の
則
非
の
論
理
」（
単
著
、『
財
団
法
人　

松
ヶ
岡
文
庫

研
究
年
報
』
第
二
七
号
、
二
〇
一
三
年
三
月
、
四
三
〜
五
三
頁
） 

〈
学
会
発
表
・
特
別
講
義
〉

「
井
上
円
了
が
受
け
た
カ
ル
チ
ャ
ー
シ
ョ
ッ
ク
」
東
洋
大
学
校
友
会
寄
附

講
座
、
東
洋
大
学
白
山
校
舎
、
二
〇
一
三
年
七
月
十
四
日

「
奮
闘
哲
学
」
東
洋
大
学
校
友
会
寄
附
講
座
、
東
洋
大
学
白
山
校
舎
、

二
〇
一
三
年
十
二
月
二
十
一
日

「
般
若
心
経
の
世
界
」（
東
洋
思
想
文
化
へ
の
誘
い
│
東
洋
思
想
文
化
に
お
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け
る
心
と
か
ら
だ
│
）
東
洋
大
学
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
講
座
、
東
洋
大

学
白
山
校
舎
、
二
〇
一
三
年
十
一
月
三
十
日

「
大
乗
仏
教
は
ブ
ッ
ダ
の
説
な
の
か
」（
東
洋
思
想
文
化
へ
の
誘
い
Ⅰ
Ａ
、

東
洋
大
学
白
山
校
舎
、
二
〇
一
三
年
七
月
十
日
）

「
般
若
経
の
三
乗
に
お
け
る
菩
薩
乗
の
意
味
」（
印
度
学
仏
教
学
会
第
六
四

回
学
術
大
会
、
於
島
根
県
民
会
館
、
島
根
県
松
江
市
、
二
〇
一
三
年
九

月
一
日
）

〈
講
演
〉

「
大
乗
仏
教
の
精
神
と
般
若
心
経
」（
東
京
国
際
仏
教
塾
、
東
京
大
学
仏
青

会
館
、
二
〇
一
三
年
六
月
一
日
）

「
般
若
心
経
の
世
界
」
涅
槃
会
講
演
（
川
越
仏
教
会
主
催
、
川
越
市
・
蓮

馨
寺
、
二
〇
一
三
年
十
二
月
七
日
）

「
絵
心
経
の
伝
承
と
そ
の
意
義
」
黄
檗
勉
強
会
、
黄
檗
宗
海
福
寺
：
東
京

都
目
黒
区
、
二
〇
一
三
年
十
月
二
十
一
日

〈
翻
訳
〉

「
お
経
の
真
意
│
般
若
心
経
・
観
音
経
の
現
代
語
訳
」（『
神
仏
参
拝
の
由

来
と
作
法
が
わ
か
る
本
』
新
人
物
往
来
社
、
二
九
六
〜
三
〇
六
頁
、

二
〇
一
二
年
十
二
月
）

〈
そ
の
他
〉

「
校
友
会
寄
附
講
座
」（『
校
友
会
会
報
』
二
五
七
号
、
二
〇
一
三
年
十
一

月
一
日
、
東
洋
大
学
校
友
会
、
一
四
頁
）

「『
般
若
心
経
』
か
ら
見
た
観
自
在
菩
薩
と
空
」（『
佛
教
文
化
』
第
一
五
八

号
、
一
三
〜
一
九
頁
、
東
京
国
際
仏
教
塾
、
二
〇
一
二
年
八
月
十
日
）

〈
学
会
活
動
〉

所
属
学
会
な
ら
び
に
役
職

日
本
印
度
学
仏
教
学
会
（
理
事
・
常
務
委
員
・
評
議
員
・
企
画
編
集
委

員
）
／
仏
教
思
想
学
会
（
理
事
・
評
議
員
）
／
日
本
西
蔵
学
会
（
委
員
）

／
東
方
学
会
（
地
区
委
員
）
／
日
本
宗
教
学
会
（
評
議
員
）
／
日
本
佛

教
学
会
（
会
員
）
／
東
ア
ジ
ア
仏
教
学
会
（
会
員
）
／
国
際
仏
教
学
会

IA
BS

（
会
員
）
／
比
較
思
想
学
会
（
会
員
）

学
会
参
加
等

仏
教
思
想
学
会
第
二
九
回
学
術
大
会
、
駒
澤
大
学
深
沢
キ
ャ
ン
パ
ス
、

二
〇
一
三
年
七
月
六
日
（
理
事
会
・
研
究
発
表
会
（
司
会
）
に
参
加

日
本
印
度
学
仏
教
学
会
第
六
四
回
学
術
大
会
に
参
加
、
公
益
財
団
・
法
人

中
村
元
東
方
研
究
所
・s

松
江
、
二
〇
一
三
年
八
月
三
十
一
日
〜
九
月

一
日
（
常
務
委
員
・
理
事
と
し
て
常
務
委
員
会
・
理
事
会
に
も
参
加
）

〈
調
査
活
動
〉

「
山
形
県
・
慈
恩
寺
一
切
経
会
の
調
査
」
二
〇
一
三
年
五
月
四
日
〜
六
日
、

「
山
口
県
・
阿
弥
陀
寺
、
国
分
寺
、
赤
間
神
宮
等
の
心
経
関
係
の
資
料
調
査
」

二
〇
一
三
年
七
月
一
三
日
〜
一
六
日

「
京
都
・
大
阪
十
三
仏
巡
礼
の
調
査
」
二
〇
一
三
年
十
二
月
二
十
六
日
〜

二
十
九
日

〈
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
参
加
〉

東
洋
大
学
国
際
哲
学
研
究
セ
ン
タ
ー
（
セ
ン
タ
ー
長
： 

村
上
勝
三
﹇
東

洋
大
学
﹈）
第
三
ユ
ニ
ッ
ト
「
課
題
・
多
文
化
共
生
社
会
の
思
想
基
盤

研
究
」
に
所
属
し
、
仏
教
を
中
心
と
し
た
多
文
化
・
多
宗
教
共
生
の
研
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究
を
行
う
。

東
洋
大
学
東
洋
学
研
究
所
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
：
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
仏
教
の

受
容
と
変
容
」（
研
究
代
表
者
）

「
仏
教
用
語
の『
日
英
基
準
訳
語
集
』構
築
に
向
け
て
の
総
合
的
研
究
」（
文

科
省
科
学
研
究
費
﹇
基
盤
研
究
（
Ａ
）﹈、
研
究
代
表
者
・ 

斎
藤
明
﹇
東

京
大
学
﹈、
研
究
分
担
者
）

○
教
育
活
動

〈
学
内
担
当
科
目
〉

学　

部
：
ブ
ッ
ダ
の
思
想
と
そ
の
展
開
Ａ
・
Ｂ
（
Ⅰ
・
Ⅱ
部
）

　
　
　
　

大
乗
仏
教
の
思
想
Ⅰ
（
Ⅱ
部
）

　
　
　
　

イ
ン
ド
学
仏
教
学
演
習
④
（
Ⅰ
部
）

　
　
　
　

イ
ン
ド
学
仏
教
学
演
習
（
Ⅱ
部
）

　
　
　
　

文
学
部
総
合
科
目
Ⅰ
（
Ⅰ
・
Ⅱ
部
共
通
）

東
洋
思
想
文
化
へ
の
誘
い
Ａ
（
Ⅰ
部
・
Ⅱ
部
、
春
学
期
）
二
回

担
当

「
大
乗
仏
教
入
門
１
│
大
乗
仏
教
は
ブ
ッ
ダ
の
説
な
の
か
」

（
七
月
十
日
、
一
時
限
／
七
月
二
十
日
、
六
時
限
）

東
洋
思
想
文
化
へ
の
誘
い
Ｂ
（
Ⅰ
部
・
Ⅱ
部
、
秋
学
期
）
二
回

担
当

「
大
乗
仏
教
入
門
２
│
大
乗
仏
教
を
貫
く
も
の
」（
二
〇
一
四

年
一
月
八
日
、
一
時
限
／
二
〇
一
四
年
一
月
十
一
日
、
六

時
限
）

宗
教
を
め
ぐ
る
諸
問
題
Ａ
・
Ｂ
（
Ⅰ
・
Ⅱ
部
乗
り
入
れ
）
二
回

担
当

「
大
乗
仏
教
と
は
何
か
」（
四
月
二
十
日
、
六
時
限
）

「
大
乗
仏
教
に
お
け
る
聖
者
」（
五
月
十
一
日
、
六
時
限
）

総
合
Ⅷ
Ａ
・
Ｂ
１
（
校
友
会
寄
附
講
座
、
Ⅰ
・
Ⅱ
部
乗
り
入
れ
、

秋
学
期
）
運
営
責
任
者
な
ら
び
に
六
回
の
授
業
担
当

「
井
上
円
了
は
何
を
目
指
し
、
何
を
実
現
し
よ
う
と
し
た
か

│
そ
の
生
涯
と
実
践
」（
四
月
十
四
日
、
五
時
限
）

「
井
上
円
了
が
受
け
た
カ
ル
チ
ャ
ー
シ
ョ
ッ
ク
│
円
了
は
海

外
で
何
を
見
、
何
を
考
え
た
の
か
│
」（
七
月
十
四
日
、

五
時
限
）

「
春
学
期
講
義
の
ま
と
め
・
通
常
試
験
」（
七
月
二
十
五
日
、

五
時
限
）

「
哲
学
館
か
ら
東
洋
大
学
へ
」（
九
月
二
十
九
日
、
五
時
限
）

「
井
上
円
了
の
生
涯
を
か
け
た
熱
き
戦
い
│
最
後
の
著
作『
奮

闘
哲
学
』
に
よ
る
」（
一
月
五
日
、
五
時
限
）

「
講
座
の
ま
と
め
・
平
常
試
験
」（
一
月
十
九
日
、
五
時
限
）

学
び
ラ
イ
ブ
・
一
回
担
当

「
仏
典
の
否
定
の
論
理
」（
六
月
十
六
日
、
六
号
館
三
階
）

学
位
論
文
審
査

「Lokappadīpakasāra

（『
世
間
灯
明
精
要
』）
の
研
究
」
チ
ャ

イ
ト
ン
デ
ィ
・
プ
ラ
マ
ハ
チ
ャ
ッ
ポ
ン
（
博
士
﹇
甲
﹈
論
文
）

主
査

大
学
院
：
大
乗
仏
教
研
究
Ⅰ
・
仏
教
学
研
究
指
導
Ⅰ
（
博
士
前
期
課
程
）
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仏
教
学
特
殊
研
究
Ⅰ
・
仏
教
学
研
究
指
導
Ⅰ
（
博
士
後
期
課
程
）

〈
学
外
担
当
科
目
〉

大
正
大
学
大
学
院
「
Ｍ
Ｄ
仏
教
学
特
論
Ａ
・
Ｂ
」
春
学
期
・
秋
学
期

　
　
　
　
　
　
　
　

 

国
際
仏
教
学
大
学
院
大
学
「
仏
教
学
と
環
境
問
題
」

秋
学
期
集
中
講
義

○
大
学
管
理
運
営
活
動
・
研
究
員
等

東
洋
大
学
学
生
生
活
委
員
会
（
委
員
）
／
東
洋
大
学
東
洋
学
研
究
所
（
運

営
委
員
・
研
究
所
員
・『
東
洋
学
』
編
集
委
員
）
／
東
洋
大
学
国
際
哲

学
研
究
セ
ン
タ
ー
研
究
員
／
大
学
院
文
学
研
究
科
イ
ン
ド
哲
学
仏
教
学

専
攻
長

○
社
会
的
活
動

（
公
財
）
仏
教
伝
道
協
会
・
英
訳
大
蔵
経
編
集
委
員
会
（
委
員
）・
仏
教
聖

典
編
集
委
員
会
（
委
員
）・
助
成
金
審
査
委
員
会
（
委
員
）
／
（
般
財
）

東
方
学
会
（
地
区
委
員
・
会
員
）
／
（
公
財
）
東
方
研
究
会
（
研
究
員
）

／
（
特
財
）
大
法
輪
石
原
育
英
会
奨
学
生
選
考
委
員
会
（
委
員
）
／
（
般

財
）
仏
教
学
術
振
興
会
（
評
議
員
）
／
東
洋
大
学
仏
教
会
（
会
長
）
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二
〇
一
三
年
度
開
講
科
目

イ
ン
ド
哲
学
科

・
授
業
名
、
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
、
担
当
者
の
順
に
記
す
。

・
二
〇
〇
九
年
度
以
降
の
新
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
二
〇
〇
八
年
度
以
前
の
旧
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
の
間
で
、
授
業
の
名
称
に
変
更
が
あ
っ
た
も
の
に
つ
い
て

は
、
新
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
名
称
を
掲
載
し
た
。

・
通
年
科
目
は
Ａ
（
春
学
期
）・
Ｂ
（
秋
学
期
）
に
分
か
れ
る
が
、
担
当
者

が
同
一
で
あ
り
、
か
つ
、
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
が
春
秋
通
じ
て
同
一
の
場
合
、

そ
の
区
分
は
省
略
し
て
記
し
た
。

・
た
だ
し
、
半
期
の
み
の
授
業
に
つ
い
て
は
《
春
》《
秋
》
と
表
記
し
た
。

・
担
当
者
お
よ
び《
春
》《
秋
》の
授
業
区
分
に
付
し
た
カ
ッ
コ
内
の
数
字
は
、

そ
れ
ぞ
れ
Ⅰ
部
・
Ⅱ
部
の
区
別
を
示
す
。
カ
ッ
コ
が
付
さ
れ
て
い
な
い
も

の
は
、
Ⅰ
部
Ⅱ
部
隔
年
開
講
の
科
目
か
、
Ⅰ
部
・
Ⅱ
部
の
担
当
者
が
同
一

で
あ
る
こ
と
を
示
す
。

〈
学
部
〉（
五
十
音
順
）

イ
ス
ラ
ー
ム
概
論
《
秋
》（
イ
ス
ラ
ー
ム
の
と
ら
え
方
） 

柴
山　

滋

イ
ン
ド
現
代
思
想
《
春
》（
イ
ン
ド
近
・
現
代
の
宗
教
思
想
家
）

 

宮
本
久
義
（
Ⅰ
）

イ
ン
ド
古
典
哲
学
（
イ
ン
ド
思
想
史
） 

宮
本
久
義
（
Ⅰ
）

イ
ン
ド
古
典
哲
学
（
イ
ン
ド
古
典
哲
学
概
説
）《
春
》 

沼
田
一
郎
（
Ⅱ
）

イ
ン
ド
古
典
哲
学
（
イ
ン
ド
古
典
哲
学
の
諸
課
題
）《
秋
》

 

沼
田
一
郎
（
Ⅱ
）

イ
ン
ド
哲
学
仏
教
学
演
習
①
（
イ
ン
ド
古
代
社
会
・
文
化
の
基
礎
）

 

沼
田
一
郎
（
Ⅰ
）

イ
ン
ド
哲
学
仏
教
学
演
習
②
（
イ
ン
ド
思
想
研
究
） 

宮
本
久
義
（
Ⅰ
）

イ
ン
ド
哲
学
仏
教
学
演
習
③
（
中
世
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
思
想
研
究
）

 

橋
本
泰
元
（
Ⅰ
）

イ
ン
ド
哲
学
仏
教
学
演
習
④
（
イ
ン
ド
大
乗
仏
教
の
研
究
）

 

渡
辺
章
悟
（
Ⅰ
）

イ
ン
ド
哲
学
仏
教
学
演
習
⑤
（
初
期
仏
教
研
究
） 

岩
井
昌
悟
（
Ⅰ
）

イ
ン
ド
哲
学
仏
教
学
演
習
⑦
（
道
元
『
正
法
眼
藏
随
聞
記
』
を
読
む
）

 

伊
吹　

敦
（
Ⅰ
）

イ
ン
ド
哲
学
仏
教
学
演
習
⑧
（
イ
ン
ド
・
仏
教
に
お
け
る
芸
術
文
化
の
研

究
） 

山
口
し
の
ぶ
（
Ⅰ
）

イ
ン
ド
哲
学
仏
教
学
演
習
⑨
⑪
（
イ
ン
ド
古
代
社
会
・
文
化
の
基
礎
）

 

沼
田
一
郎
（
Ⅱ
）

イ
ン
ド
哲
学
仏
教
学
演
習
⑩
⑫
（
仏
教
学
分
野
） 

山
口
し
の
ぶ
（
Ⅱ
）

イ
ン
ド
の
芸
能
《
春
》（
イ
ン
ド
芸
能
の
多
様
性
│
そ
の
中
心
と
周
縁
）

 

小
西
公
大
（
Ⅰ
）

イ
ン
ド
の
宗
教
Ａ
（
ヴ
ェ
ー
ダ
の
宗
教
と
反
ヴ
ェ
ー
ダ
的
自
由
思
想
）

 

橋
本
泰
元

イ
ン
ド
の
宗
教
Ｂ
（
反
ヴ
ェ
ー
ダ
的
自
由
思
想
と
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
諸
思
想

の
展
開
） 

橋
本
泰
元

イ
ン
ド
の
風
土
と
文
化
《
秋
》（
造
形
を
め
ぐ
る
イ
ン
ド
の
歴
史
と
文
化
）
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石
川　

寛
（
Ⅱ
）

イ
ン
ド
美
術
を
見
る
《
秋
》（
イ
ン
ド
・
ネ
パ
ー
ル
・
東
南
ア
ジ
ア
の
ヒ

ン
ド
ゥ
ー
美
術
） 

山
口
し
の
ぶ
（
Ⅱ
）

イ
ン
ド
仏
教
の
あ
ゆ
み
Ａ
（
釈
尊
の
覚
り
と
そ
の
展
開
） 

岩
井
昌
悟

イ
ン
ド
仏
教
の
あ
ゆ
み
Ｂ
（
大
乗
仏
教
と
は
何
か
） 

岩
井
昌
悟

イ
ン
ド
舞
踊《
秋
》（
イ
ン
ド
舞
踊
バ
ラ
タ
ナ
ー
テ
ィ
ヤ
ム
の
実
技
と
理
論
）

 

久
保
田
幸

イ
ン
ド
文
学
《
春
》（
文
学
を
通
し
て
見
る
イ
ン
ド
文
化
） 

宮
本　

城（
Ⅰ
）

イ
ン
ド
文
学
《
秋
》（
ヴ
ィ
ン
デ
ィ
ヤ
山
脈
の
頂
き
か
ら
イ
ン
ド
文
学
を

見
る
） 

高
橋
孝
信
（
Ⅱ
）

キ
リ
ス
ト
教
概
論
《
春
》（
キ
リ
ス
ト
教
の
誕
生
と
そ
の
背
景
を
思
想
的
・

歴
史
的
に
た
ど
り
な
が
ら
、
キ
リ
ス
ト
教
の
特
徴
を
学
ぶ
。）

 
山
中
利
美
（
Ⅰ
）

華
厳
の
思
想
《
春
》（
華
厳
経
の
思
想
と
文
化
） 

金
本
拓
士

現
代
に
生
き
る
仏
教
《
春
》（
現
代
の
社
会
問
題
解
決
に
積
極
的
に
か
か

わ
る
「Engaged Buddhism

」
に
つ
い
て
、
日
本
・
東
南
ア
ジ
ア
・

米
国
な
ど
の
仏
教
者
の
事
例
を
学
び
、
現
代
に
お
け
る
自
己
お
よ
び
仏

教
の
社
会
的
役
割
を
共
に
探
求
す
る
） 

戸
松
義
晴

現
代
の
イ
ン
ド
《
秋
》（
イ
ン
ド
近
・
現
代
の
政
治
思
想
家
）

 

宮
本
久
義
（
Ⅱ
）

古
代
イ
ン
ド
の
社
会
《
春
》（
古
代
イ
ン
ド
社
会
の
構
造
と
〈
法
〉
概
念

の
展
開
） 

沼
田
一
郎
（
Ⅰ
）

座
禅
《
春
》（
こ
こ
ろ
の
坐
り
に
よ
っ
て
、
自
己
と
向
き
合
う
） 

篠
塚
純
海

サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
文
献
を
読
む
Ⅰ
（
古
典
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
入
門
）

 

沼
田
一
郎
（
Ⅰ
）

サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
文
献
を
読
む
Ⅱ
（
実
践
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
中
級
）

 

渡
辺
章
悟
（
Ⅰ
）

サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
文
献
を
読
む
（
古
典
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
初
級
文
法
）

 

渡
邉
郁
子
（
Ⅱ
）

写
経
《
春
》 

張
堂
興
昭

宗
教
学
Ⅱ
Ａ
・
Ⅱ
Ｂ
（
宗
教
文
化
の
理
解
に
向
け
て
：
宗
教
の
不
思
議
を

考
え
る
） 

石
井
研
士
（
Ⅰ
）

宗
教
科
教
育
論
《
春
》（
仏
教
と
教
育
に
つ
い
て
） 

成
瀬
良
德
（
Ⅰ
）

宗
教
科
指
導
法
Ⅰ
・
Ⅱ
（「
宗
教
科
」
の
教
育
と
指
導
） 

成
瀬
良
德
（
Ⅰ
）

宗
教
間
の
差
異
と
対
話
Ａ
Ｂ
（
春
学
期
は
宗
教
間
の
差
異
に
焦
点
を
あ
て

る
。
ま
ず
、
宗
教
学
に
お
け
る
理
論
を
学
ぶ
。
次
に
諸
宗
教
の
比
較
を

行
う
。
宗
教
は
文
化
の
基
底
で
あ
る
が
、
西
洋
と
東
洋
と
い
う
視
点
だ

け
で
な
く
、
神
道
や
仏
教
な
ど
日
本
の
諸
宗
教
の
違
い
に
も
目
を
向
け

る
。
秋
学
期
は
宗
教
間
の
対
話
に
焦
点
を
あ
て
る
。
宗
教
が
多
く
の

紛
争
と
関
わ
り
を
持
っ
て
き
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
宗
教
間
対
話
と

は
、
国
際
社
会
が
グ
ロ
ー
バ
ル
化
す
る
中
で
諸
宗
教
が
ど
う
あ
る
べ
き

か
模
索
す
る
こ
と
で
あ
る
。） 

松
野
智
章

宗
教
学
概
論
Ａ
《
春
》（
多
様
な
る
教
理
と
実
践
の
世
界
） 

島
田
茂
樹

宗
教
学
概
論
Ｂ
《
秋
》（
華
麗
な
る
文
化
と
芸
術
の
世
界
） 

島
田
茂
樹

宗
教
を
め
ぐ
る
諸
問
題
Ａ
Ｂ
（
仏
教
な
ど
諸
宗
教
に
お
け
る
聖
者
と
は
）

〈
オ
ム
ニ
バ
ス
形
式
〉 

岩
井
昌
悟
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初
期
仏
教
の
思
想
《
春
》（
す
べ
て
は
解
脱
の
た
め
に
） 

岩
井
昌
悟

禅
の
思
想
（
禅
思
想
の
形
成
と
社
会
と
の
交
渉
）《
春
》 

伊
吹　

敦

総
合
Ⅷ
Ａ
Ｂ
（
日
本
の
近
代
化
と
東
洋
大
学
│
井
上
円
了
の
哲
学
と
実
践

│
）〈
オ
ム
ニ
バ
ス
形
式
〉 

渡
辺
章
悟

卒
業
論
文
・
製
作

大
乗
仏
教
の
思
想
Ⅰ
《
春
》（
空
の
世
界
に
何
が
あ
る
の
か
） 

渡
辺
章
悟

大
乗
仏
教
の
思
想
Ⅱ
《
秋
》（
唯
識
思
想
論
） 

橘
川
智
昭

チ
ベ
ッ
ト
仏
教
の
あ
ゆ
み
《
春
》 

山
口
し
の
ぶ

チ
ベ
ッ
ト
文
献
を
読
む
Ａ
（
古
典
チ
ベ
ッ
ト
語
文
法
の
学
習
）

 

山
口
し
の
ぶ
（
Ⅰ
）

チ
ベ
ッ
ト
文
献
を
読
む
Ｂ
（『
法
華
経
普
門
品
（
観
音
経
）』
を
読
む
）

 
山
口
し
の
ぶ
（
Ⅰ
）

中
国
仏
教
の
あ
ゆ
み
Ａ
（
初
伝
期
か
ら
南
北
朝
ま
で
） 

伊
吹　

敦

中
国
仏
教
の
あ
ゆ
み
Ｂ
（
隋
代
か
ら
現
代
ま
で
） 
伊
吹　

敦

哲
学
概
論
（
知
は
何
を
目
指
し
た
の
か
│
西
洋
哲
学
と
仏
教
│
）

 

渡
邉
郁
子
（
Ⅱ
）

天
台
の
思
想
《
秋
》（
天
台
の
思
想
） 

林　

鳴
宇

東
南
ア
ジ
ア
仏
教
の
あ
ゆ
み
《
春
》（
ス
リ
ラ
ン
カ
及
び
東
南
ア
ジ
ア
諸

国
に
お
け
る
上
座
仏
教
の
国
家
的
受
容
と
そ
の
歴
史
的
変
遷
過
程
、
ま

た
主
要
経
典
の
概
要
把
握
） 

藪
内
聡
子
（
Ⅰ
）

東
洋
思
想
Ａ
（
東
洋
の
倫
理
思
想
│
チ
ベ
ッ
ト
の
倫
理
思
想
を
中
心
と
し

て
│
） 

島
田
茂
樹
（
Ⅱ
）

東
洋
思
想
Ｂ
（
東
洋
の
倫
理
思
想
│
神
秘
主
義
（
タ
ン
ト
リ
ズ
ム
）
を
中

心
と
し
て
│
） 

島
田
茂
樹
（
Ⅱ
） 

東
洋
思
想
文
化
へ
の
誘
い
Ａ 

小
路
口
聡
（
Ⅰ
）

東
洋
思
想
文
化
へ
の
誘
い
Ａ 

山
口
し
の
ぶ
（
Ⅱ
）

東
洋
思
想
文
化
へ
の
誘
い
Ｂ 

小
路
口
聡
（
Ⅰ
）

東
洋
思
想
文
化
へ
の
誘
い
Ｂ 

山
口
し
の
ぶ
（
Ⅱ
）

日
本
の
思
想
（
神
仏
習
合
思
想
の
形
成
と
展
開
（
古
代
）） 

伊
東　

聡

日
本
の
宗
教
を
歩
く
《
春
》（
思
想
と
文
化
を
体
感
し
よ
う
！
） 

岩
井
昌
悟

日
本
仏
教
の
あ
ゆ
み
Ａ
Ｂ
（
日
本
の
仏
教
を
行
学
二
道
の
視
点
よ
り
理
解

す
る
） 

蓑
輪
顕
量
（
Ⅰ
）

日
本
仏
教
の
あ
ゆ
み
Ａ
（
日
本
に
お
け
る
仏
教
の
あ
ゆ
み
と
社
会
・
文
化 

│
仏
教
伝
来
か
ら
鎌
倉
仏
教
（
前
半
）
ま
で
│
） 

橘
川
智
昭
（
Ⅱ
）

日
本
仏
教
の
あ
ゆ
み
Ｂ
（
日
本
に
お
け
る
仏
教
の
あ
ゆ
み
と
社
会
・
文
化 

│
鎌
倉
仏
教
（
後
半
）
か
ら
明
治
時
代
以
後
の
仏
教
ま
で
│
）

 

橘
川
智
昭
（
Ⅱ
）

念
仏
の
思
想
《
秋
》（
念
仏
の
思
想
の
特
性
を
理
解
す
る
） 

本
多
静
芳

ヒ
ン
デ
ィ
ー
文
献
を
読
む
Ａ
（
ヒ
ン
デ
ィ
ー
語
入
門
Ⅰ
） 

橋
本
泰
元

ヒ
ン
デ
ィ
ー
文
献
を
読
む
Ａ
（
ヒ
ン
デ
ィ
ー
語
入
門
Ⅱ
） 

橋
本
泰
元

ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
と
は
何
か
《
春
》（
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
の
特
徴
を
探
り
理
解

を
深
め
る
） 

橋
本
泰
元

仏
教
と
社
会
福
祉
《
秋
》（
仏
教
の
行
っ
て
き
た
社
会
福
祉
事
業
の
歴
史

的
展
開
と
そ
の
役
割
に
つ
い
て
検
証
し
、
現
代
に
必
要
と
さ
れ
る
仏
教

的
な
社
会
福
祉
の
あ
り
方
を
共
に
考
察
す
る
） 

戸
松
義
晴

仏
教
の
芸
能
《
秋
》（
仏
教
伝
統
歌
謡
の
基
本
を
学
び
実
修
し
て
み
よ
う
）
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〈
オ
ム
ニ
バ
ス
形
式
〉 

橋
本
泰
元

仏
教
文
献
を
読
む
Ａ
（
経
典
と
注
釈
書
を
読
む
） 

伊
吹　

敦
（
Ⅰ
）

仏
教
文
献
を
読
む
Ｂ
（
浄
土
教
文
献
・
禅
文
献
、
史
伝
を
読
む
）

 

伊
吹　

敦
（
Ⅰ
）

仏
教
文
献
を
読
む
Ａ
Ｂ 

佐
藤　

厚
（
Ⅱ
）

ブ
ッ
ダ
の
思
想
と
そ
の
展
開
Ａ
（
仏
教
と
は
何
か
） 

渡
辺
章
悟

ブ
ッ
ダ
の
思
想
と
そ
の
展
開
Ｂ
（
仏
教
の
思
想
と
そ
の
展
開
） 

渡
辺
章
悟

密
教
の
思
想
《
秋
》（
密
教
の
思
想
と
文
化
） 

金
本
拓
士

ヨ
ー
ガ
と
ア
ー
ユ
ル
ヴ
ェ
ー
ダ
《
春
》（
イ
ン
ド
の
叡
智
を
探
る
）

 

宮
本
久
義

ヨ
ー
ガ
《
春
》（
実
践
を
と
お
し
て
思
想
を
学
ぶ
） 

番
場
裕
之

〈
大
学
院
〉

博
士
前
期
課
程

イ
ン
ド
哲
学
研
究
Ⅱ
・
イ
ン
ド
哲
学
研
究
指
導
Ⅲ 
橋
本
泰
元

イ
ン
ド
哲
学
研
究
Ⅲ 

高
橋
孝
信

サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
文
献
研
究
Ⅰ
・
イ
ン
ド
哲
学
研
究
指
導
Ⅰ 

宮
本
久
義

サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
文
献
研
究
Ⅱ
・
イ
ン
ド
哲
学
研
究
指
導
Ⅰ 

後
藤
敏
文

初
期
仏
教
研
究
Ⅰ 

池
田
練
太
郎

初
期
仏
教
研
究
Ⅱ 

松
村
淳
子

大
乗
仏
教
研
究
Ⅰ
・
仏
教
学
研
究
指
導
Ⅰ 

渡
辺
章
悟

大
乗
仏
教
研
究
Ⅱ
・
仏
教
学
研
究
指
導
Ⅱ 

山
口
し
の
ぶ

大
乗
仏
教
研
究
Ⅲ 

斎
藤　

明

中
国
仏
教
研
究
Ⅰ
・
仏
教
学
研
究
指
導
Ⅳ 

伊
吹　

敦

日
本
仏
教
研
究
Ⅰ
・
仏
教
学
研
究
指
導
Ⅲ 

竹
村
牧
男

日
本
仏
教
研
究
Ⅱ 

林
田
康
順

博
士
後
期
課
程

イ
ン
ド
哲
学
特
殊
研
究
Ⅰ
・
イ
ン
ド
哲
学
研
究
指
導
Ⅰ 

宮
本
久
義

イ
ン
ド
哲
学
特
殊
研
究
Ⅱ
・
イ
ン
ド
哲
学
研
究
指
導
Ⅱ 

橋
本
泰
元

仏
教
学
特
殊
研
究
Ⅰ
・
仏
教
学
研
究
指
導
Ⅰ 

渡
辺
章
悟

仏
教
学
特
殊
研
究
Ⅱ
・
仏
教
学
研
究
指
導
Ⅱ 

山
口
し
の
ぶ

仏
教
学
特
殊
研
究
Ⅲ
・
仏
教
学
研
究
指
導
Ⅳ 

伊
吹　

敦

仏
教
学
特
殊
研
究
Ⅳ
・
仏
教
学
研
究
指
導
Ⅲ 

竹
村
牧
男

中
国
哲
学
文
学
科

〈
学
部
〉

中
国
哲
学
研
究
法 

小
路
口　

聡

中
国
文
学
研
究
法 

坂
井
多
穂
子

中
国
学
概
論 

小
路
口　

聡

中
国
文
献
学
概
論 

川
崎
ミ
チ
コ

中
国
哲
学
演
習
Ⅰ
① 

小
路
口　

聡

中
国
哲
学
演
習
Ⅰ
② 

山
田　

利
明

中
国
文
学
演
習
Ⅰ 

野
間　

信
幸

中
国
文
献
読
解
法 

川
崎
ミ
チ
コ

中
国
文
化
史
概
説 

中
村　
　

聡

中
国
文
字
学 

坂
本　

頼
之
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中
国
哲
学
史
概
説 

山
田　

利
明

中
国
文
学
史
概
説 

野
間　

信
幸

中
国
現
代
文
学
史
概
説 

野
間　

信
幸

中
国
哲
学
演
習
Ⅱ 

坂
本　

頼
之 

中
国
哲
学
演
習
Ⅲ 

中
村　
　

聡

中
国
文
学
演
習
Ⅱ 

　
　

坂
井
多
穂
子

中
国
文
学
演
習
Ⅲ
① 

川
崎
ミ
チ
コ

中
国
文
学
演
習
Ⅲ
② 

坂
井
多
穂
子

中
国
哲
学
特
講
Ⅰ 

小
路
口　

聡

中
国
哲
学
特
講
Ⅱ 

山
田　

利
明

中
国
文
学
特
講
Ⅰ 

野
間　

信
幸

中
国
文
学
特
講
Ⅱ 

川
崎
ミ
チ
コ

中
国
語
学
演
習 
馬　
　

雪
峰

日
本
漢
学 
坂
本　

頼
之

（
東
洋
思
想
文
化
学
科
開
講
科
目
）

　

東
洋
思
想
文
化
へ
の
誘
い
Ａ
Ｂ 

小
路
口
聡
（
代
表
）

　

中
国
学
研
究
法
Ａ
Ｂ 

坂
井
多
穂
子

　

漢
文
訓
読
法
（
春
） 

坂
本
頼
之

　

基
礎
中
国
語
Ａ
Ｂ 

坂
井
多
穂
子

（
Ⅱ
部
）

　

東
洋
思
想
文
化
へ
の
誘
い
Ａ
Ｂ 

山
口
し
の
ぶ
（
代
表
）

　

中
国
学
研
究
法
Ａ
Ｂ 

坂
井
多
穂
子

　

レ
ポ
ー
ト
・
論
文
制
作
の
技
法
（
春
） 

川
崎
ミ
チ
コ

　

漢
文
訓
読
法
（
秋
） 

川
崎
ミ
チ
コ

　

基
礎
中
国
語
Ａ
Ｂ 

坂
井
多
穂
子

〈
大
学
院
〉

中
国
哲
学
特
論
Ⅰ
①
（
春
・
集
中
） 

中　
　

純
夫

中
国
哲
学
特
論
Ⅰ
②
（
秋
・
集
中
） 

井
川　

義
次

中
国
哲
学
特
論
Ⅱ
（
前
期
） 

（
不
開
講
）

中
国
哲
学
特
論
Ⅲ
（
前
期
） 

小
路
口　

聡

中
国
哲
学
演
習
Ⅰ
（
前
期
） 

山
田　

利
明

中
国
哲
学
演
習
Ⅱ
（
前
期
） 

小
路
口　

聡

中
国
哲
学
演
習
Ⅲ
（
前
期
） 

（
不
開
講
）

中
国
哲
学
研
究
Ⅰ
（
前
期
） 

山
田　

利
明

中
国
哲
学
研
究
Ⅱ
（
前
期
） 

（
不
開
講
）

中
国
哲
学
研
究
Ⅲ
（
前
期
） 

（
不
開
講
）

中
国
文
学
特
論
Ⅰ
（
前
期
） 

野
間　

信
幸

中
国
文
学
特
論
Ⅱ
（
前
期
） 

坂
井
多
穂
子

中
国
文
学
演
習
Ⅰ
（
前
期
） 

有
澤　

晶
子

中
国
文
学
演
習
Ⅱ
（
前
期
） 

竹
下　

悦
子

中
国
語
学
研
究
Ⅰ
（
前
期
） 

（
不
開
講
）

中
国
語
学
研
究
Ⅱ
（
前
期
） 

（
不
開
講
）

中
国
哲
学
研
究
指
導
Ⅰ
（
前
期
） 

坂
井
多
穂
子

中
国
哲
学
研
究
指
導
Ⅱ
（
前
期
） 

野
間　

信
幸
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中
国
哲
学
研
究
指
導
Ⅲ
（
前
期
） 

小
路
口　

聡

中
国
哲
学
研
究
指
導
Ⅳ
（
前
期
） 

山
田　

利
明

中
国
哲
学
研
究
指
導
Ⅴ
（
前
期
） 

有
澤　

晶
子

中
国
哲
学
特
殊
研
究
Ⅰ
（
後
期
） 

野
間　

信
幸

中
国
哲
学
特
殊
研
究
Ⅱ
（
後
期
） 

有
澤　

晶
子

中
国
哲
学
特
殊
研
究
Ⅲ
（
後
期
） 

小
路
口　

聡

中
国
哲
学
特
殊
研
究
Ⅳ
（
後
期
） 

坂
井
多
穂
子

中
国
哲
学
特
殊
研
究
Ⅴ
（
後
期
） 

山
田　

利
明

中
国
哲
学
研
究
指
導
Ⅰ
（
後
期
） 

野
間　

信
幸

中
国
哲
学
研
究
指
導
Ⅱ
（
後
期
） 

（
不
開
講
）

中
国
哲
学
研
究
指
導
Ⅲ
（
後
期
） 

小
路
口　

聡

中
国
哲
学
研
究
指
導
Ⅳ
（
後
期
） 

（
不
開
講
）

中
国
哲
学
研
究
指
導
Ⅴ
（
後
期
） 

山
田　

利
明
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二
〇
一
三
年
度
卒
業
論
文

イ
ン
ド
哲
学
科
卒
業
論
文

〈
Ⅰ
部
〉

齊
藤　

拓
馬 

『
ヴ
ァ
イ
シ
ェ
ー
シ
カ
・
ス
ー
ト
ラ
』
に
お
け
る
運
動
論

今
野　

世
菜 

仏
教
に
お
け
る
女
性
観
に
つ
い
て

安
齋　

卓
真 

仏
教
に
お
け
る
地
震
観

吉
野　

駿
太 

初
期
仏
教
に
於
け
る
善
友
・
悪
友
の
研
究

中
村　

州
輝 

バ
ラ
モ
ン
女
性
と
女
奴
隷
の
立
場
に
関
す
る
考
察
│
「
貞

淑
」「
純
潔
」「
姦
淫
」
を
中
心
に
│

菊
間　

信
太
郎 

イ
ギ
リ
ス
東
イ
ン
ド
会
社
が
カ
ー
ス
ト
制
度
に
与
え
た
諸

影
響
考
察

秋
本　

拓
哉 

廃
仏
毀
釈
が
起
き
た
わ
け

金
子　

敬
佑 

日
蓮
の
一
念
三
千
観

勝
山　

辰
也 

日
本
に
お
け
る
ア
ニ
メ
や
漫
画
ゲ
ー
ム
に
登
場
す
る
イ
ン

ド
神
話

遠
藤　

太
地 

イ
ン
ド
思
想
に
お
け
る
火
の
概
念
と
循
環
思
想

梅
田　

愛
子 

『
梵
文
維
摩
経
│
ポ
タ
ラ
宮
所
蔵
に
基
づ
く
校
訂
│
』
の

第
一
章
を
読
む
│
英
試
訳
を
通
し
て
│

佐
藤　

健 

イ
ン
ド
の
近
代
化
と
ガ
ン
デ
ィ
ー
主
義

加
賀　

智
也 

『
今
昔
物
語
集
』
に
見
る
地
蔵
信
仰

河
地　

璃
人 

日
本
人
に
と
っ
て
の
仏
像
と
は
│
仏
像
が
日
本
人
に
も
た

ら
し
た
も
の
│

鈴
木　

洋
志 

「
死
念
」
の
研
究

松
本　

航 

プ
ル
シ
ャ
の
研
究

興
野　

汐
里 

マ
イ
ス
タ
ー
・
エ
ッ
ク
ハ
ル
ト
に
お
け
る
無
と
龍
樹
・
世

親
に
お
け
る
空
の
比
較
研
究

安
田　

保
名
美 

葬
儀
と
葬
儀
会
社

坂
本　

達
也 

初
期
仏
教
に
お
け
る
神
通
力

堀
田　

尚
平 

『
律
蔵
』
に
お
け
る
恐
怖

肥
留
川　

拓
也 

バ
ガ
ヴ
ァ
ッ
ド
・
ギ
ー
タ
ー
の
考
察
│yoga

体
現
者
、

そ
の
影
響
│

小
林　

隆
彰 

古
代
イ
ン
ド
仏
教
美
術
の
展
開
に
つ
い
て

小
暮　

咲
野 

初
期
仏
教
に
お
け
る
家
族
観

多
田
羅　

大
地 

ヨ
ー
ガ
の
身
体
論
│
柔
道
と
の
関
連
を
め
ぐ
っ
て

大
木　

英
司 

イ
ン
ド
と
日
本
に
お
け
る
『
ラ
ー
マ
ー
ヤ
ナ
』
の
伝
承
と

変
容

目
黒　

見 

シ
ャ
ン
カ
ラ
と
ブ
ラ
フ
マ
ン
の
人
格
的
側
面
│
主
宰
神
│

小
林　

祐
太 

シ
ャ
ン
カ
ラ
の
一
元
論
的
思
想
に
つ
い
て
の
一
考
察

小
鉄　

裕
子 

ヤ
ー
ジ
ュ
ニ
ャ
ヴ
ァ
ル
キ
ヤ
の
思
想
│
今
日
，
彼
の
思
想

は
有
用
性
を
発
揮
し
う
る
の
か
│

篠
原　

由
香
里 

初
期
仏
教
に
お
け
る
過
去
仏

賀
集　

桃
子 

現
代
に
お
け
る
仏
教
者
の
取
り
組
み
│
23
の
結
び
な
お
し

た
新
た
な
ご
縁
│

池
尾　

知
恵 
イ
ン
ド
と
日
本
の
婚
姻
制
度
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小
林　

佑
美 

イ
ス
ラ
ー
ム
│
歴
史
と
そ
の
美
│

菅
原　

智
史 

良
寛
の
人
間
像

麻
生　

拓
篤 

イ
ン
ド
準
備
銀
行
の
成
り
立
ち
と
歴
史

木
村　

衿
子 
良
寛
研
究
│
良
寛
の
乞
食
理
由
│

高
柳　

芳
喜 
朱
印
の
成
り
立
ち
と
変
遷

梁
島　

さ
ゆ
り 

仏
教
に
お
け
る
思
想
と
精
進
料
理

長
谷
川　

渓 

ヨ
ー
ガ
・
ス
ー
ト
ラ
に
お
け
る
心
識
論

住
友　

高
作 

日
蓮
の
二
つ
の
浄
土
観
に
つ
い
て
│
娑
婆
浄
土
と
霊
山
浄

土
│

井
手　

加
奈
絵 

独
立
前
後
の
イ
ン
ド
の
学
校
教
育
制
度

佐
藤　

彩
加 

イ
ン
ド
人
女
性
が
抱
え
る
社
会
問
題
│
イ
ン
ド
女
性
に
お

け
る
歴
史
的
悪
習
か
ら
の
縛
り
と
解
放
│

池
田　

国
生 

今
を
生
き
る
た
め
の
仏
教
│
ア
メ
リ
カ
仏
教
を
参
考
と
し

て
│

山
梨　

あ
か
ね 

シ
ャ
ー
マ
ン
の
こ
れ
か
ら
│
チ
ベ
ッ
ト
及
び
ラ
ダ
ッ
ク
の

シ
ャ
ー
マ
ン
の
場
合
│

佐
野　

友
城 

井
上
円
了
の
『
妖
怪
学
講
義
』
よ
り
│
妖
怪
と
は
ど
の
よ

う
な
も
の
な
の
か
│

杉
崎　

希
望 

初
期
仏
教
に
お
け
る
釈
尊
と
仏
弟
子
の
看
病
│
釈
尊
の
説

法
の
特
異
性
│

関
田　

駿 

ム
ス
リ
ム
の
テ
ロ
リ
ズ
ム
に
関
す
る
研
究

小
林　

司 

ガ
ン
ジ
ス
川
と
人
々
の
共
生
〜
恩
恵
と
問
題
〜

松
田　

正 

『
バ
ガ
ヴ
ァ
ッ
ド
・
ギ
ー
タ
ー
』
に
お
け
る
『
マ
ヌ
法
典
』

の
影
響
に
関
す
る
考
察
│
ヴ
ァ
ル
ナ
・
ア
ー
シ
ュ
ラ
マ
体

制
を
目
指
す
バ
ラ
モ
ン
の
意
図
│

〈
Ⅱ
部
〉

佐
々
木　

淳
哉 

餓
鬼
の
研
究

田
中　

将
登 

富
士
山
と
浄
土
真
宗
│
と
く
に
勝
沼
万
福
寺
を
中
心
と
し

て
│

永
井　

春
香 

終
末
期
医
療
に
お
け
る
ビ
ハ
ー
ラ
活
動
の
現
状

針
貝　

京
子 

ヤ
ク
シ
ャ
の
研
究

佐
々
木　

麻
知 

伝
統
芸
能
と
そ
の
在
り
方
│
バ
ラ
タ
ナ
ー
テ
ィ
ヤ
ム
と
能

楽
を
中
心
に

宮
澤　

美
咲 

伊
勢
の
神
宮
│
人
々
は
何
故
伊
勢
神
宮
を
訪
れ
る
の
か
│

中
畝　

紗
里 

「
変
身
」
か
ら
見
る
イ
ン
ド
の
研
究

久
保　

頌
太 

イ
ン
ド
憲
法
の
研
究

福
井　

雄
大 

ニ
ヒ
リ
ズ
ム
の
超
克
│
日
本
の
自
決
を
契
機
と
し
た
試
み

大
学
院
イ
ン
ド
哲
学
仏
教
学
専
攻
修
士
論
文

須
藤　

美
喜
子 

ネ
パ
ー
ル
，
カ
ト
マ
ン
ド
ゥ
盆
地
に
お
け
る
サ
ン
ト
シ

マ
ー
タ
ー
女
神
信
仰
に
関
す
る
研
究
│
女
性
信
者
の
儀
礼

を
中
心
と
し
て
│

尾
上　

正
和 

『
辯
顕
密
二
教
論
』
の
思
想
研
究
│
「
果
分
可
説
」
の
教

義
を
中
心
に
│

井　

み
お 

チ
ベ
ッ
ト
語
訳
『
正
法
念
処
経
』
に
お
け
る
活
地
獄
に
つ

い
て
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堤　

博
枝 

ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
美
術
の
構
造
原
理
│A

lice Boner

の
視

点
を
中
心
に
│

板
敷　

真
純 
存
覚
に
お
け
る
初
期
真
宗
の
再
解
釈
│
東
国
門
徒
を
手
が

か
り
と
し
て
│

藤
井　

明 

『
降
三
世
大
儀
軌
』（T

railokyavijayam
ahākalparāja

）

に
於
け
る
降
伏
思
想
の
研
究

林　

明
音 

吉
祥
天
の
図
像
研
究
│
仏
典
に
述
べ
ら
れ
る
儀
礼
と
図
像

を
中
心
と
し
て
│

橋
本　

順
正 

天
台
浄
土
思
想
の
研
究
│
智
顗
と
『
観
無
量
寿
経
』
│

中
国
哲
学
文
学
科
卒
業
論
文

大
熊　

静
香 

『
論
語
』
に
学
ぶ
│
社
会
と
個
人
│

横
塚　

智
南 

映
画
『
ワ
ン
ス
・
ア
ポ
ン
・
ア
・
タ
イ
ム
・
イ
ン
・
チ
ャ

イ
ナ
』
か
ら
見
る
歴
史
と
侠
の
精
神

沖　

智
子 

孟
子
か
ら
学
ぶ
│
善
の
ま
ま
生
き
て
い
く
た
め
に
必
要
な

こ
と
│

田
口　

真
吾 

『
正
史
』
か
ら
読
み
取
る
諸
葛
亮
孔
明
の
軍
略　

坂
井　

愛
美 

張
愛
玲
作
品
に
見
る
悲
し
み
の
表
現
に
つ
い
て　

染
谷　

茜 

唐
代
伝
奇
を
題
材
と
す
る
日
中
作
品
比
較
研
究

安
藤　

駿
平 

楊
逵
に
つ
い
て
│
貫
き
通
し
た
精
神
と
伝
え
た
か
っ
た
こ

と
│

鈴
木　

大
翼 

魯
迅
文
学
作
品
研
究
│
『
吶
喊
』
論
│

尾
藤　

ゆ
か
り 

明
清
時
代
の
婚
姻
か
ら
考
え
る
女
性
像
│
明
を
中
心
に
│

中
村　

渉 

封
神
演
義
の
神
話
性
に
つ
い
て

藤
崎　

絢
子 

敦
煌
に
お
け
る
社
の
役
割

松
岡　

瑞
季 

巫
蠱
を
中
心
に
呪
詛
を
考
え
る

佐
藤　

郁
佳 

『
論
語
』
と
渋
沢
栄
一
│
中
国
古
典
と
日
本
人
の
関
係
と

は
│

駒
田　

昇
平 

王
安
石
の
新
法
と
現
代
社
会

我
妻　

茜 

『
詩
経
国
風
』
の
「
終
風
」
に
つ
い
て
│
風
の
持
つ
意
味

か
ら
考
察
す
る
│

岡
地　

法
枝 

『
世
説
新
語
』
賢
媛
篇
か
ら
見
る
女
性
像

大
河
内　

め
ぐ
み 『
陳
夫
人
』
か
ら
見
る
日
本
統
治
期
の
日
台
女
性

石
岡　

志
織 

性
善
説
の
現
代
的
応
用
│
食
糧
廃
棄
に
つ
い
て
│

久
保　

考
平 

陽
明
学
に
お
け
る
現
代
的
な
享
受
の
方
法

池　

理
沙
子 

『
黄
帝
内
経
』
か
ら
み
る
中
国
の
健
康
観

吉
清　

雅
紀 

『
明
夷
待
訪
録
』
か
ら
み
る
黄
宗
羲
の
思
想
と
そ
の
必
然

性

岡
本　

泉 

宗
教
か
ら
生
じ
る
価
値
観
の
差
異

大
塚　

明 

饑
餓
に
つ
い
て
「
忍
び
ざ
る
心
」
の
観
点
か
ら
捉
え
る

嶋
田　

ち
ひ
ろ 

白
居
易
と
茶
に
つ
い
て

木
下　

な
つ
み 

仏
教
・
道
教
に
お
け
る
血
盆
経
信
仰
と
血
穢
思
想
の
研
究

岩
崎　

貴
宏 

日
本
統
治
下
の
台
湾
と
周
金
波

石
丸　

詩
織 

『
論
語
』
か
ら
見
る
学
び
と
読
書

須
藤　

岳 
『
論
語
』
に
お
け
る
賢
者
認
識
に
つ
い
て

福
島　

美
穂 
明
代
の
山
水
画
│
文
徴
明
・
董
其
昌
│
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友
光　

勇
気 

ア
ジ
ア
の
歌
姫
テ
レ
サ
・
テ
ン
を
通
じ
て
見
る
同
時
代
の

台
湾

吉
田　

奈
央 

教
科
書
か
ら
見
る
日
台
関
係

小
林　

大
泰 
董
其
昌
の
芸
術
観
の
基
礎
と
な
っ
た
も
の

小
菅 

多
加
美 
「
性
善
説
」
か
ら
み
る
現
代
社
会

笠
原　

卓
也 

性
善
説
と
性
悪
説
を
考
察
す
る

花
輪　

洋
輔 

『
荀
子
』
の
教
育
思
想
に
つ
い
て

土
屋 

有
華
里 

書
聖
の
書
│
王
羲
之
の
書
法
と
唐
代
の
書
家
へ
の
影
響
│

清
水　

由
貴 

中
国
猫
鬼
の
呪
い

金
子　

太
翼 

関
羽
│
奸
絶
に
認
め
ら
れ
た
義
絶
│

杉
田　

早
希 

琉
球
と
中
国
│
石
敢
當
と
竈
神
か
ら
見
る
信
仰
の
相
違
│

菅
谷　

開 

九
尾
の
狐

太
田　

稔
人 

性
善
説
か
ら
見
る
い
じ
め

小
野　

信
子 

五
四
運
動
期
の
中
国
の
女
性
像
に
つ
い
て　

莎
菲
女
士
的

日
記
と
共
に

菅
野　

健 

前
漢
時
代
に
お
け
る
道
家
思
想
の
受
容
と
展
開

近
藤　

雅
明 

台
湾
料
理
か
ら
見
る
食
文
化

黒
田　

祐
介 

孟
子
の
性
善
説
と
現
代
社
会

竹
内　

隼
平 

文
化
大
革
命
研
究
・
巴
金
の
「
随
想
録
」
に
則
し
て

早
川　

大
貴 

『
荀
子
』
に
お
け
る
「
天
」「
礼
」
に
つ
い
て

大
学
院
中
国
哲
学
専
攻
修
士
論
文

小
島
朋
子 

阮
籍
「
詠
懐
詩
」
に
お
け
る
〈
か
わ
ら
ざ
る
も
の
〉
へ
の

願
望
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学
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年
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